
1
月
17
日
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
お
き
る
。

(午
前
5
時
46
分
)兵
庫
県
南
部
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。

1

一
九
九
五
年

一
九
九
七
年

▼
協
会
設
立
前
か
ら
つ
づ
く
詩
誌

永
井
ま
す
み「
現
代
詩
神
戸
」1
9
5
6
年
１
月
創
刊
・

通
巻
2
5
３
号
 　

な
す
・
こ
う
い
ち「
鳥
」1
9
8
2
年
創
刊
　
通
巻
70
号

福
田
知
子
「
M
élange」
1
9
8
2
年
創
刊
　
通
巻
49

号
以
倉
紘
平
詩
誌「
ア
リ
ゼ
」１
９
８
７
年
９
月
創
刊
・
通

巻
1
7
6
号

「
プ
ラ
タ
ナ
ス
」
玉
川
侑
香
、
神
戸
詩
人
会
議
編
集
・

1
9
8
9
年
10
月
創
刊
 通
巻
59
号

玉
川
侑
香「
プ
ラ
タ
ナ
ス
」神
戸
詩
人
会
議
1
9
8
9
年
　
　

創
刊
　
通
巻
59
号
　
　

高
橋
夏
男
「
別
嬢
」
1
9
9
0
年
4
月
創
刊
・
通
巻
99

号
文
芸
誌「
表
情
」西
宮
市
芸
文
協
会
　
1
9
9
2
年
10
月

創
刊
・
通
巻
24
号
　

香
山
雅
代
「
M
essier」
1
9
9
3
年
創
刊
・
通
巻
48

号
玉
井
洋
子
「
ア
・
テ
ン
ポ
」
1
9
9
3
年
12
月
創
刊
 通

巻
50
号

（
☆
各
詩
誌
の
同
人
氏
名
は
「
会
員
に
よ
る
詩
誌
紹
介
」
に
掲
載
）

兵
庫
県
現
代
詩
協
会
　
20
年
の
あ
ゆ
み

1997 年 11月 23日に行われた兵庫県現代詩協会設立総会

▼
震
災
発
生
か
ら
協
会
設
立
ま
で
に

刊
行
さ
れ
た
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『
詩
集
・
阪
神
大
震
災
』1
9
9
5
年
4
月

17
日
発
行
▽
編
集
・
発
行
=「
ア
ー
ト
・

エ
イ
ド
・
神
戸
　
文
学
部
門
」
▽
呼
び

か
け
人
=伊
勢
田
史
郎
、志
賀
英
夫
、直

原
弘
道
、松
尾
茂
夫
、安
水
稔
和
、和
田

英
子
▽
発
売
=海
文
堂
書
店

『
詩
集
・
阪
神
淡
路
大
震
災
　
第
２
集
』1

9
9
6
年
1
月
17
日
発
行
、編
集
=「
ア

ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸
　
文
学
部
門
」

▽
呼
び
か
け
人
=伊
勢
田
史
郎
、志
賀
英

夫
、直
原
弘
道
、松
尾
茂
夫
、安
水
稔
和
、

和
田
英
子
▽
発
行
=詩
画
工
房

『
復
興
へ
の
譜
　
阪
神
淡
路
大
震
災
　
第
３

集
』
1
9
9
７
年
1
月
17
日
発
行
、
編

集
=「
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸
　
文
学

部
門
」
▽
呼
び
か
け
人
=伊
勢
田
史
郎
、

鈴
木
漠
、志
賀
英
夫
、直
原
弘
道
、高
橋

徹
、松
尾
茂
夫
、安
水
稔
和
、和
田
英
子

▽
発
行
=詩
画
工
房

7
月
17
日
／
第
一
回
設
立
準
備
会

8
月
8
日
／
第
二
回
設
立
準
備
会

10
月
3
日
／
第
三
回
設
立
準
備
会

10
月
17
日
／
設
立
発
起
人
会

11
月
23
日
／
「
設
立
総
会
」
を
開
催
(芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
)。

当
日
ま
で
の
入
会
予
定
者
総
数
1
9
4
名
の
う
ち
、
総
会
出
席
者
63
名
（
決
議
委

任
1
2
2
名
)。
直
原
弘
道
の
司
会
で
開
会
し
、
ま
ず
伊
勢
田
史
郎
が
総
会
に
あ
た

る
ま
で
の
準
備
段
階
の
経
過
を
報
告
、
つ
づ
い
て
同
氏
か
ら
会
名
、
会
則
の
議
案

が
提
案
さ
れ
て
会
員
の
挙
手
に
よ
っ
て
可
決
し
、
当
協
会
の
設
立
が
正
式
に
成

立
。

〈
設
立
総
会
時
の
主
な
役
員
〉

▼
会
長
=安
水
稔
和
、

▼
副
会
長
=伊
勢
田
史
郎
、
直
原
弘
道
、
和
田
英
子

▼
事
務
局
長
=松
尾
茂
夫
　
▼
会
計
=鈴
木
漠

▼
顧
問
=池
田
昌
夫
、
小
林
武
雄
、
杉
山
平
一

▼
理
事
=青
木
は
る
み
、
朝
比
奈
宣
英
、
以
倉
紘
平
、
市
川
宏
三
、
大
西
隆
志
、
金

田
弘
、
香
山
雅
代
、
季
村
敏
夫
、
志
賀
英
夫
、
高
須
剛
、
た
か
と
う
匡
子
、
高

橋
徹
、
高
橋
夏
男
、
多
田
智
満
子
、
谷
田
寿
郎
、
時
里
二
郎
、
福
井
久
子
、
藤

木
明
子
、

▼
監
事
=岡
見
祐
輔
、
住
吉
千
代
美
　

・
顧
問
=杉
山
平
一
、
小
林
武
雄
両
氏
が
就
任
挨
拶
。

・
徳
島
現
代
詩
協
会
よ
り
5
名
が
当
日
ゲ
ス
ト
参
加
、
同
協
会
　
宮
田
小
夜
子
会

長
よ
り
祝
辞
。

・
会
則
が
同
日
よ
り
発
効
。

・
会
費
は
設
立
初
年
度
の
み
２
千
円
、
以
後
３
千
円
（
〜
2
0
0
5
年
度
）。

2

1
9
9
7
年
／
詩
集

杉
山
平
一
詩
集
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
編
集
工
房
ノ
ア

北
野
和
博
詩
集
『
い
っ
て
き
ま
す
』
編
集
工
房
ノ
ア

神
尾
和
寿
詩
集
『
モ
ン
ロ
ー
な
夜
』
思
潮
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
川
侑
香
詩
集
『
四
丁
目
の
「
ま
さ
」』
風
来
舎
　
　
　
　
　
　
 

た
か
と
う
匡
子
詩
集
『
ユ
ン
ボ
の
爪
』
砂
子
屋
書
房
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
漠
詩
集
『
続
・
鈴
木
漠
詩
集
』
審
美
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
茂
夫
詩
集『
松
尾
茂
夫
詩
集
　
日
本
現
代
詩
文
庫

〈
第
２
期
10
〉』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
夏
男
詩
集
『
ふ
た
つ
の
村
』
風
来
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
末
れ
い
子
詩
集
『
指
さ
す
人
』
風
来
舎

森
本
敏
子
詩
集
『
こ
と
し
の
若
葉
』
編
集
工
房
ノ
ア

西
谷
民
五
郎
詩
集
『
嗚
呼
花
の
機
動
隊
』
土
曜
美
術

社
出
版
販
売

渡
辺
信
雄
詩
集
『
宙
吊
り
の
夏
』
霧
工
房
 

伊
丹
公
子
詩
集
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
壁
 伊
丹
公
子
詩

集
』
春
陽
堂
書
店
 

高
須
剛
詩
集
『
夜
中
に
父
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い

た
』
ガ
ル
出
版
企
画

中
島
妙
子
詩
集
『
陽
を
食
む
』
詩
学
社

詩
集
『
阪
神
淡
路
大
震
災
第
三
集
』
詩
画
工
房

岸
本
康
弘
詩
集
『
傷
が
咲
く
』
二
十
一
世
紀
社

西
海
ゆ
う
子
詩
集
『
風
が
渡
る
』
私
家
版

玉
本
格
詩
集
『
遍
歴
』
玉
本
格
出
版
印
刷

川
田
あ
ひ
る
詩
集
『
馬
に
な
る
』
彼
方
社

田
村
周
平
詩
集
『
ア
メ
リ
カ
の
月
』
ガ
ル
出
版
企
画

山
南
律
子
詩
集
『
と
き
色
の
塔
』
詩
画
工
房

岩
成
達
也
詩
集
『「
鳥
・
風
・
月
・
花
」
抄
』
思
潮
社

杉
山
平
一
詩
集『
杉
山
平
一
全
詩
集
』編
集
工
房
ノ
ア



12
月
5
日
／
第
一
回
常
任
理
事
会

12
月
15
日
／
通
信
第
一
号
発
行

2
月
2
日
／
第
二
回
常
任
理
事
会

2
月
21
日
／
第
一
回
理
事
会

・
出
席
・
岡
見
、
金
田
、
香
山
、
季
村
、
志
賀
、
直
原
、
鈴
木
、
住
吉
、
高
須
、
た

か
と
う
、
高
橋
（
夏
）、
多
田
、
谷
田
、
時
里
、
福
井
、
松
尾
、
安
水
、
和
田
の

諸
氏
計
18
名
、
委
任
状
6
名

 初
の
主
催
事
業
〈
講
演
と
朗
読
の
集
い
〉「
明
日
へ
の
架
橋
」（
サ
ン
ピ
ア
明
石
５

階
フ
ロ
イ
デ
・
ホ
ー
ル
）

・
参
加
80
余
名
。

・
協
賛
　
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸
、
明
石
ペ
ン
ク
ラ
ブ
／
後
援
　
兵
庫
県
文
化

協
会
、
神
戸
芸
術
文
化
会
議
、
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団
、（
財
）
兵
庫
県
学
校

厚
生
会
／
援
助
　
日
本
現
代
詩
人
会

・
第
一
部
：
司
会
=直
原
弘
道
、
挨
拶
=長
谷
村
礼
三
郎
　
明
石
ペ
ン
ク
ラ
ブ
事
務

局
長
、
挨
拶
=安
水
会
長
、
講
演
=多
田
智
満
子
「
詩
に
お
け
る
虚
構
と
現
実
」、

講
演
=金
田
弘
「
自
身
の
詩
作
姿
勢
―
会
津
八
一
と
西
脇
順
三
郎
の
対
比
を
交
え

て
」

・
第
二
部
：
司
会
=和
田
英
子
、「
三
年
目
の
震
災
詩
」
自
作
詩
朗
読
=岩
川
昌
子
、

岩
﨑
風
子
、
江
口
節
、
尾
崎
美
紀
、
北
野
和
博
、
玉
井
洋
子
、
玉
川
侑
香
、
永
井

ま
す
み
、中
島
妙
子
、西
海
ゆ
う
子
、森
本
敏
子
、由
良
佐
知
子
、三
浦
照
子
、渡

辺
信
雄

3

一
九
九
八
年

渡
部
兼
直
詩
集『
も
っ
と
や
は
ら
か
い
詩
』編
集
工
房

ノ
ア

宮
川
守
詩
集
『
待
つ
』
風
来
舎

三
浦
照
子
詩
集『
漂
う
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
』風
神
編
集
室

西
村
敏
子
詩
集
『
土
佐
か
ら
播
州
へ
』
耕
虫
舎

直
原
弘
道
詩
集
『
そ
れ
か
ら
』
私
家
版

吉
田
豊
治
詩
集
『
黒
い
涙
』
北
大
阪
企
画
セ
ン
タ
ー

時
安
善
子
詩
集
『
赤
い
点
滅
』
摩
耶
出
版
社

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

安
水
稔
和
ラ
ジ
オ
の
た
め
の
作
品
集
『
島
』
編
集
工

房
ノ
ア

直
原
弘
道
評
論
集
『
直
原
弘
道
の
七
〇
年
代
論
集
』

私
家
版
　

多
田
智
満
子
随
筆『
森
の
世
界
爺
 樹
へ
の
ま
な
ざ
し
』

人
文
書
院
 

寺
田
操
評
論
集
『
恋
愛
の
解
剖
学
』
風
琳
堂

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
『
風
餐
抄
』
編
集
工
房
ノ
ア

絵
本

尾
崎
美
紀
『
ハ
ロ
ー
　
こ
ん
に
ち
は
』
チ
ャ
イ
ル
ド

尾
崎
美
紀『
あ
た
し
の
い
も
う
と
ち
ゃ
ん
』ひ
さ
か
た

チ
ャ
イ
ル
ド

1
9
9
8
年
／
詩
集
　
　
　

田
中
荘
介
詩
集
『
小
目
野
』
編
集
工
房
ノ
ア

玉
川
侑
香
詩
と
エ
ッ
セ
イ
『
こ
こ
は
生
き
る
と
こ
や
』

ユ
ッ
ク
舎

西
海
ゆ
う
子
詩
集
『
風
が
渡
る
̶
中
国
・
少
数
民
族

の
村
か
ら
』
私
家
版

3
月
28
日
／
第
三
回
常
任
理
事
会

4
月
1
日
／
会
員
数
2
0
6
名

4
月
6
日
／
通
信
（
会
報
）
第
２
号
発
行
（
発
行
・
事
務
局
=松
尾
方
）

・
B
5
判
、
４
頁

5
月
2
日
／
第
二
回
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
総
会
の
開
催
(兵
庫
県
教
育
会
館
)

〈
記
念
講
演
〉
笠
原
芳
光
(京
都
精
華
大
学
名
誉
教
授
)「
詩
人
の
運
命
」

総
会
の
あ
と
記
念
講
演
。
続
い
て
詩
集
を
刊
行
し
た
会
員
の
自
作
詩
の
朗
読
。
交
流

会
を
催
す
。
 

／
第
二
回
理
事
会（
兵
庫
県
教
育
会
館
）。出
席
者
16
名
、委
任
状
6
名（
計

22
名
）

・
司
会
=安
水
稔
和
会
長
。
高
橋
夏
男
理
事
を
会
報
（
通
信
）
担
当
、
谷
田
寿
郎
理

事
を
年
刊
詩
集
担
当
の
常
任
理
事
に
選
出
。組
織
担
当
と
行
事
・
渉
外
担
当
の
常
任

理
事
は
当
面
、
直
原
弘
道
理
事
（
副
会
長
）
が
兼
務
。

＊
午
後
2
時
か
ら

1
9
9
8
年
度
（
第
２
回
）
総
会
（
兵
庫
県
教
育
会
館
三
階
ホ

ー
ル
）

・
出
席
者
59
名
、
委
任
状
96
名
（
計
1
5
5
名
）。

・
前
年
度
活
動
報
告
と
当
年
度
方
針
案
　
松
尾
茂
夫
事
務
局
長
、前
年
度
会
計
報
告

と
当
年
度
予
算
案
　
鈴
木
漠
会
計
担
当
常
任
理
事
、
監
査
報
告
=岡
見
裕
輔
監
事

・
会
員
に
よ
る
自
作
詩
朗
読
　
大
塚
子
悠
、
彼
末
れ
い
子
、
川
田
あ
ひ
る
、
北
野
和

博
、
鈴
木
賀
恵
、
高
橋
夏
男
、
玉
川
侑
香
、
西
川
昭
五
、
西
谷
民
五
郎
、
水
こ
し

町
子
、
由
良
佐
知
子
　
飛
び
入
り
・
岸
本
康
弘
（
代
読
・
仲
清
人
）

・
総
会
記
念
講
演
会
「
詩
人
の
運
命
」

講
師
=笠
原
芳
光
（
宗
教
史
家
、
京
都
精
華
大
学
名
誉
教
授
）「
伊
藤
静
雄
を
中
心

に
」

4

由
良
佐
知
子
詩
集
『
ど
ん
な
木
』
編
集
工
房
ノ
ア

玉
井
洋
子
詩
集
『
震
え
る
』
白
地
社

今
村
欣
史
詩
集
『
工
場
風
景
』
私
家
版

橋
本
千
秋
詩
集
『
長
い
ノ
ッ
ク
』
編
集
工
房
ノ
ア

水
こ
し
町
子
詩
集
『
水
こ
し
町
子
詩
集
　
方
向
感
覚

叢
書
４
』
方
向
感
覚
出
版

鈴
木
漠
詩
集
『
変
容
』
編
集
工
房
ノ
ア

柴
田
実
詩
集
『
落
と
し
た
ボ
ー
ル
』
編
集
工
房
ノ
ア

多
田
智
満
子
詩
集
『
川
の
ほ
と
り
に
』
書
肆
山
田
 

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集『
日
用
。釦
ナ
ド
』編
集
工
房

ノ
ア

國
谷
武
夫
詩
集
『
白
い
ピ
ア
ノ
』
但
馬
文
学
会

杉
本
深
由
紀
詩
集
『
ふ
う
わ
り
と
』
編
集
工
房
ノ
ア

阿
木
鉄
郎
詩
集『
風
の
よ
う
に
　
祈
り
の
よ
う
に
』自

家
版

梓
野
陽
子
詩
集
『
海
の
位
置
』
紫
陽
社

佐
山
啓
詩
集『
地
球
の
ま
わ
る
音
を
き
く
』編
集
工
房

ノ
ア

植
村
孝
詩
集
『
夢
の
葬
式
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

堀
諭
詩
集『
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
頃
&
短
詩
詩
集
』藻
川

出
版

吉
田
草
平
詩
集
『
詩
の
カ
ル
チ
ャ
ー
合
同
詩
集
７
』

前
川
穂
積
詩
集
『
川
育
ち
』
耕
虫
舎

阿
木
鉄
郎
『
悲
し
み
の
大
地
Ⅴ
』
私
家
版

中
原
緋
佐
子
詩
集『
水
平
飛
行
』土
曜
美
術
社
出
版
販
売

紫
野
京
子
詩
集
『
火
の
滴
』
月
草
舎

植
村
孝
詩
集
『
夢
の
葬
式
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売



・
〜
午
後
7
時

別
室
に
て
交
流
懇
親
会
。
30
数
名
が
参
加
。

5
月
31
日
／
詩
の
架
け
橋
ツ
ア
ー
　
̶
兵
庫
と
徳
島
の
両
現
代
詩
協
会
交
流
会
　〈
現

代
詩
の
朗
読
と
講
演
の
会
〉「
コ
ン
テ
ィ
オ
・
ポ
エ
テ
ィ
カ
12
」（
徳
島
郷
土
文
化

会
館
５
階
ホ
ー
ル
）

・
主
催
　
徳
島
現
代
詩
協
会

・
第
１
部
　
朗
読
　
徳
島
現
代
詩
協
会
有
志
12
名

・
第
２
部
　
朗
読
　
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
有
志
７
名
（
香
山
雅
代
、
高
橋
夏
男
、
永

井
ま
す
み
、
森
本
敏
子
、
柴
田
実
、
村
中
秀
雄
、
大
西
隆
志
）

・
第
３
部
　
講
演
「
こ
こ
ろ
の
橋
・
こ
と
ば
の
橋
」
安
水
稔
和

・
交
流
と
歓
談
（
阿
波
う
ず
潮
ビ
ー
ル
）

・
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
を
ふ
ま
え
、県
協
会
準
備
段
階
か
ら
交
流
会
の
呼
び
か
け

を
徳
島
側
か
ら
受
け
て
い
た
。
鈴
木
漠
氏
が
両
協
会
の
橋
渡
し
役
。

6
月
25
日
〜
7
月
20
日
／
展
覧
会
事
業
「
川
の
ポ
エ
ジ
ー
 ―
詩
と
美
術
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
」（
加
古
川
市
主
催
）

・「
川
の
日
」
記
念
事
業
。

・
県
協
会
と
し
て
後
援
、
会
員
に
案
内
・
出
品
参
加
者
を
募
集
。
協
会
所
属
の
詩
人

を
中
心
に
協
力
美
術
家
を
含
め
1
1
8
名
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
と
な
る
。

・
川
に
関
わ
る
講
演（
詩
人
　
井
上
俊
夫
、作
家
　
池
澤
夏
樹
、詩
人
　
杉
山
平
一
）、

コ
ン
サ
ー
ト（
音
楽
グ
ル
ー
プ
　
S
A
M
）、川
の
詩
の
朗
読
会（
俳
優
　
東
村
晃

幸
）
な
ど
５
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
加
え
て
成
功
裡
に
閉
幕
。

8
月
1
日
／
常
任
理
事
会
（
神
戸
・
元
町
　
喫
茶
「
フ
ル
ト
・
ベ
ン
グ
ラ
ー
」）

・
会
員
情
報
誌
を
「
通
信
」
か
ら
「
会
報
」
と
改
め
、
号
数
を
ひ
き
つ
い
で
随
時
発
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評
論
・
エ
ッ
セ
ィ

安
水
稔
和
詩
文
集『
焼
野
の
草
び
ら
―
神
戸
今
も
』編

集
工
房
ノ
ア

和
田
英
子
評
論
集
『
風
の
如
き
人
へ
の
手
紙
-―
富
田

砕
花
宛
書
簡
ノ
ー
ト
』
 編
集
工
房
ノ
ア
　

金
田
弘
回
想
記『
高
橋
新
吉
　
五
億
年
の
旅
』春
秋
社
　

伊
勢
田
史
郎
編
著
『
十
五
夜
の
指
』
編
集
工
房
ノ
ア

中
島
ま
さ
の
、
友
子
、
裕
子
『
続
三
羽
の
う
さ
ぎ
』
詩

画
工
房

池
田
昌
夫
『
昭
和
詩
の
回
顧
』
編
集
工
房
ノ
ア

翻
訳

多
田
智
満
子
訳
書
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
ブ
著

『
少
年
十
字
軍
』
王
国
社
新
装
版

詩
誌

詩
と
批
評
「
BIDS LIGH
T」
１
９
９
８
年
５
月
創

刊
・
寺
田
操
、
吉
田
光
夫
、
日
下
部
正
哉
ほ
か

文
芸
誌「
た
う
ろ
す
」１
９
６
３
年
１
月
創
刊
１
９
９

８
年
７
月
88
号
で
終
刊
▽
発
行
人
= 安
水
稔
和
▽

小
川
正
己
、
小
島
輝
正
、
多
田
智
満
子
、
福
井
久

子
ほ
か
▽
編
集
=山
田
幸
平

行
す
る
。

・
秋
の
講
演
・
朗
読
会
を
姫
路
で
行
う
こ
と
と
し
て
準
備
に
入
る
。

8
月
13
日
／
「
会
報
」
３
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔

和
。
発
行
所
=事
務
局
・
松
尾
方
）

・
会
員
情
報
誌
の
題
名
を
「
通
信
」
か
ら
改
め
、
号
数
を
ひ
き
つ
ぐ
。

・
B
5
判
４
頁

・
会
員
数
2
1
2
名
。

10
月
18
日
／
理
事
会
と
講
演
、
朗
読
の
会
を
姫
路
市
で
開
催
。

・
午
前
　
第
３
回
理
事
会
（
姫
路
文
学
館
講
堂
）

・
第
２
回
講
演
と
朗
読
の
集
い
「
明
日
へ
の
架
橋
」（
姫
路
文
学
館
講
堂
）

・
後
援
　
姫
路
市
教
育
委
員
会
、
姫
路
市
文
化
振
興
財
団
、
姫
路
地
方
文
化
団
体
連

合
協
議
会
、
半
ど
ん
播
磨
の
会
、
兵
庫
県
文
化
協
会
、
日
本
現
代
詩
人
会
な
ど

・
参
加
者
90
名
余
。
会
員
の
他
、
一
般
参
加
者
多
数
。

・
第
１
部
　
講
演
　
　

「
対
話
す
る
詩
・
連
句
」
鈴
木
漠
　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分

「
夢
前
川
の
河
童
・
遠
地
輝
武
」
市
川
宏
三

・
第
２
部
　
自
作
詩
朗
読（
阿
木
鉄
郎
、大
西
隆
志
、片
岡
英
恵
、小
西
た
か
子
、小

西
誠
、
田
村
周
平
、
時
里
二
郎
。
浜
田
多
代
子
、
山
名
才
、
渡
部
兼
直
）

・
終
了
後
、
同
会
場
で
懇
親
交
流
会
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★
1
月
25
日
／
協
会
初
の
刊
行
本
（
年
刊
詩
集
）『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
'98
』
刊
行

・
会
員
1
2
2
名
参
加
。
A
5
判
、
2
6
0
頁

・
担
当
理
事
　
谷
田
寿
郎
。
和
田
英
子
副
会
長
と
二
人
編
集
体
制
で
準
備
。

・
作
品
参
加
の
会
員
（
参
加
費
６
千
円
）
に
2
冊
ず
つ
郵
送
。
そ
の
他
は
特
別
価
格

で
頒
布（
2
5
0
0
円
）。県
内
公
共
図
書
館
に
兵
庫
県
立
図
書
館
経
由
で
一
括
寄

贈
し
、
他
都
道
府
県
詩
人
団
体
、
新
聞
雑
誌
社
等
へ
配
布
。

2
月
16
日
／
会
報
４
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔
和
。
発

行
所
=事
務
局
・
松
尾
方
）

・
B
5
判
４
頁

3
月
13
日
／
理
事
会
と
出
版
記
念
会

・
第
４
回
理
事
会
　
12
時
30
分
〜
　

・『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
'98
』
出
版
記
念
会
（
神
戸
市
中
央
区
北
野
「
六
甲
荘
」）

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

・
参
加
者
約
60
名

・
第
１
部
　
司
会
=直
原
弘
道
。
挨
拶
=安
水
稔
和

・
第
２
部
　
司
会
=和
田
英
子
。
自
作
詩
朗
読
（
青
木
は
る
み
、
井
上
修
子
、
川
田

あ
ひ
る
、
北
野
豪
一
、
小
西
民
子
、
在
間
洋
子
、
佐
土
原
夏
江
、
梓
野
陽
子
、
高

須
剛
、
田
中
荘
介
、
永
井
ま
す
み
、
中
原
緋
佐
子
、
由
良
佐
知
子
。
１
月
逝
去
の

会
員
　
宮
田
恭
子
の
詩
を
森
本
敏
子
が
代
読
）

・
出
席
者
全
員
の
自
己
紹
介

・
閉
会
挨
拶
　
渡
部
兼
直
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一
九
九
九
年

1
9
9
9
年
／
詩
集

青
木
は
る
み
詩
集
『
火
薬
』
沖
積
舎

牧
田
榮
子
詩
集
『
茉
莉
花
』
澪
標

香
山
雅
代
詩
集
『
雪
の
天
庭
』
銅
林
社

吉
田
草
平
詩
集
『
半
詩
集
』
耕
虫
舎

神
田
さ
よ
詩
集『
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
を
は
お
っ
て
』編
集

工
房
ノ
ア

た
か
と
う
匡
子
詩
集
『
立
ち
あ
が
る
海
』
思
潮
社

井
之
上
幸
代
詩
集
『
そ
お
っ
と
春
風
が
』
白
地
社
　

直
原
弘
道
詩
集
『
断
層
地
帯
』
編
集
工
房
ノ
ア

直
原
弘
道
詩
集
『
直
原
弘
道
詩
集
　
日
本
現
代
詩
文

庫
・
第
２
期
〈
18
〉』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

在
間
洋
子
詩
集『
花
瓶
の
水
』土
曜
美
術
社
出
版
販
売

安
水
稔
和
詩
集『
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
』編
集
工
房

ノ
ア

安
水
稔
和
詩
集
『
安
水
稔
和
全
詩
集
』
沖
積
舎

西
川
保
市
詩
集
『
鬼
は
ま
だ
い
る
』
編
集
工
房
ノ
ア

西
川
め
ぐ
み
詩
集
『
田
尾
さ
ん
の
耳
』
風
来
舎

田
中
敏
弘
詩
集
『
夕
焼
け
を
あ
び
』
ヴ
ァ
イ
ン

佐
藤
勝
太
詩
集
『
遙
か
な
時
』
編
集
工
房
ノ
ア

浜
野
伸
二
郎
詩
集
『
梵
鐘
』
風
来
舎

奥
田
和
子
詩
集
『
靴
』
編
集
工
房
ノ
ア

藤
永
久
子
詩
集
『
江
釣
子
』
彼
方
社

佐
伯
圭
子
詩
集
『
風
祭
か
ぜ
ま
つ
り』
編
集
工
房
ノ
ア

季
村
敏
夫
詩
集
『
か
む
な
で
』
書
肆
山
田

石
山
淳
詩
集
『
田
螺
日
記
』
編
集
工
房
ノ
ア

富
哲
世
詩
集
『
天
人
五
衰
』
め
ら
ん
じ
ゅ
叢
書

福
井
久
子
詩
集
『
形
象
の
海
』
編
集
工
房
ノ
ア

原
三
佳
詩
集
『
吾
赤
紅
』
編
集
工
房
ノ
ア

片
岡
英
恵
詩
集
『
ひ
と
り
ご
と
』
は
な
デ
ザ
イ
ン

5
月
29
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。

・
第
５
回
理
事
会

12
時
30
分
　

出
席
18
名
、
委
任
状
５
名

・
1
9
9
9
年
度
（
第
３
回
）
総
会
（
西
宮
市
民
会
館
大
会
議
室
）

14
時
00
分
〜
15
時
00
分

出
席
者
58
名
（
出
席
回
答
で
当
日
欠
席
３
名
）、
委
任
状
96
名
。

〈
第
１
部
〉
　

・
議
長
・
司
会
=直
原
弘
道
副
会
長

・
前
年
度
活
動
報
告
=松
尾
茂
夫
事
務
局
長
、
決
算
報
告
=鈴
木
漠
会
計
、
監
査
報

告
=岡
見
裕
輔
監
事

・
役
員
選
挙（
1
月
23
日
）開
票
結
果
報
告
　
大
西
隆
志
理
事（
選
挙
管
理
者
代
表
）

第
２
期
役
員
を
選
出
（
1
9
9
9
年
5
月
29
日
〜
2
0
0
1
年
3
月
31
日
）

▼
会
長
=安
水
稔
和
▼
副
会
長
=伊
勢
田
史
郎
、直
原
弘
道
、和
田
英
子
▼
事
務
局

長
=松
尾
茂
夫
▼
会
計
=鈴
木
漠
▼
常
任
理
事
　
高
橋
夏
男
（
会
報
担
当
）、
谷
田

寿
郎
（
年
刊
詩
集
担
当
）
▼
理
事
=青
木
は
る
み
、
赤
松
徳
治
（
新
）、
朝
比
奈
宣

英
、
以
倉
紘
平
、
大
西
隆
志
、
岡
見
裕
輔
、
季
村
敏
夫
、
志
賀
英
夫
、
た
か
と
う

匡
子
、
高
須
剛
、
多
田
智
満
子
、
高
橋
徹
、
田
村
周
平
（
新
）、
時
里
二
郎
、
福
井

久
子
、
藤
井
明
子
▼
監
事
=住
吉
千
代
美
、
三
宅
武
（
新
）。

▼
顧
問
=池
田
昌
夫
、
小
林
武
雄
、
杉
山
平
一
。

・
再
任
新
役
員
に
よ
り
議
事
進
行
。
当
年
度
活
動
方
針
案
=松
尾
、
予
算
案
=鈴
木
、

挨
拶
=安
水
。

〈
第
２
部
〉

・
講
演
「
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
に
於
け
る
俳
句
と
能
」
福
井
久
子

・
講
演
「
富
田
砕
花
と
兵
庫
の
詩
人
た
ち
」
和
田
英
子
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瑞
木
よ
う
詩
集
『
夢
見
の
杖
』
E
P
O
C

豊
原
清
明
詩
集『
朝
と
昼
の
て
ん
ま
つ
』編
集
工
房
ノ
ア

鳥
巣
郁
美
詩
集
『
日
没
の
稜
線
』
編
集
工
房
ノ
ア

橋
本
光
子
詩
集
『
切
符
』
編
集
工
房
ノ
ア

三
浦
照
子
詩
集
『
悼
ま
し
い
構
図
』
美
術
書
院

大
塚
子
悠
詩
集
『
風
の
駕
籠
』
詩
画
工
房

青
木
敬
介
詩
集
『
海
底
燐
光
』
編
集
工
房
ノ
ア

坂
本
遼
作
品
集
『
た
ん
ぽ
ぽ
の
詩
』
姫
路
文
学
館

朝
比
奈
宣
英
『
写
真
』
霧
工
房

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

高
橋
夏
男
『
流
星
群
の
詩
人
た
ち
』
林
道
舎

四
方
章
夫
『
前
衛
詩
詩
論
』
思
潮
社

寺
島
珠
雄
『
南
天
堂
―
松
岡
虎
王
磨
の
大
正
・
昭
和
』

皓
星
社

寺
島
珠
雄『
寺
島
珠
緒
　
詩
・
エ
ッ
セ
イ
』現
代
詩
神

戸
研
究
会

寺
田
操
『
金
子
み
す
ゞ
と
尾
崎
翠
』
白
地
社

藤
木
明
子
文
・
北
村
泰
生
写
真『
播
磨
の
祭
り
』神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

西
村
好
子
『
散
歩
す
る
漱
石
』
翰
林
書
房

田
中
久
子
『
E
・
パ
ウ
ン
ド
と
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ

ト
』
編
集
工
房
ノ
ア

詩
画
集

福
田
知
子
詩
画
集
『
ハ
ダ
カ
の
螺
旋
』
宝
塚
出
版

詩
画
集
『
潮
風
に
う
た
う
』
同
刊
行
実
行
委
員
会

絵
本

尾
崎
美
紀『
も
し
も
も
し
も
の
　
へ
い
た
く
ん
』チ
ャ

イ
ル
ド



〈
第
3
部
〉

・
自
作
詩
朗
読
（
飽
浦
敏
、
今
村
欣
史
、
奥
田
博
之
、
香
山
雅
代
、
神
田
さ
よ
、
小

林
重
樹
、
紫
野
京
子
、
谷
田
寿
郎
、
三
浦
照
子
）
 

〈
第
4
部
〉

・
17
時
30
分
〜
19
時
30
分
　
懇
親
会
　
35
名
参
加

7
月
1
日
／
会
報
５
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
所
=事
務
局
・

松
尾
方
）

・
B
5
判
６
頁

10
月
16
日
／
秋
季
講
演
朗
読
会
を
開
催
。

定
例
・
秋
季
講
演
朗
読
会
「
明
日
へ
の
架
橋
」
―
21
世
紀
へ
　
日
本
列
島
各
地
へ
　

現
代
詩
の
未
来
へ
　
橋
を
架
け
よ
う
　
詩
の
言
葉
で
（
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
「
神
戸

風
月
堂
ゴ
ー
フ
ル
劇
場
」）
13
時
00
分
〜

・
日
本
現
代
詩
人
会
　
西
日
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
合
同
開
催

・
後
援
　
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
、
神
戸
芸
術
文
化
会
議
、
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神

戸
実
行
委
員
会

・
開
会
式
（
司
会
=直
原
弘
道
）

開
会
挨
拶
=長
谷
川
龍
生
（
日
本
現
代
詩
人
会
会
長
）

歓
迎
挨
拶
=杉
山
平
一
（
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
顧
問
）

〈
第
1
部
〉
講
演
「
生
き
て
い
く
の
で
す
」
宗
左
近

〈
第
2
部
〉
対
談
「
明
日
へ
の
架
橋
」
片
岡
文
雄
（
高
知
）、
安
水
稔
和
（
兵
庫
）

（
鼎
談
予
定
の
と
こ
ろ
、
金
丸
桝
一
氏
（
宮
崎
）
欠
席
）

〈
第
3
部
〉
詩
の
朗
読
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

9

翻
訳

〈
共
訳
〉
赤
松
徳
治
訳
『
現
代
ロ
シ
ア
文
学
最
近
短
編

小
説
集
第
1
集
』
兵
庫
県
日
本
ロ
シ
ア
協
会

詩
誌

川
田
あ
ひ
る
個
人
誌
「
a wind egg」
12
月
創
刊
、

通
巻
20
号
 

連
句
集

鈴
木
漠
編
連
句
集
『
露
滴
抄
』
編
集
工
房
ノ
ア

句
集

伊
丹
公
子
句
集『
伊
丹
公
子
 花
神
現
代
俳
句
』花
神
社
 

伊
丹
公
子
句
集『
運
河
と
水
仙
 伊
丹
公
子
句
集
』春
陽

堂
書
店

増
田
ま
さ
み
句
集
『
冬
の
楽
奏
』
霧
工
房

絵
本

玉
川
侑
香
 震
災
を
語
り
継
ぐ
本
三
部
作
Ⅰ
『
四
丁
目

の
「
ま
さ
」』
比
良
出
版

司
会
=江
口
節

朗
読
=森
原
直
子
（
愛
媛
）、
堀
内
統
義
（
愛
媛
）、
小
野
静
枝
（
山
口
）、
福
谷
昭

二
（
広
島
）、
田
中
郁
子
（
岡
山
）、
く
に
さ
だ
き
み
（
岡
山
）、
田
村
の
り
子
（
島

根
）、
川
上
明
日
夫
（
福
井
）、
季
村
敏
夫
（
兵
庫
）、
大
西
隆
志
（
兵
庫
）

・
閉
会
挨
拶
=三
井
葉
子

・
交
流
懇
親
会
（
レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
ホ
ー
ル
）

★
2
月
15
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
'99
』
刊
行
（
発
行
=安
水

稔
和
）

・
編
集
作
業
　
谷
田
寿
郎
、
和
田
英
子
（
前
回
ど
お
り
）

・
会
員
1
1
8
名
参
加

・
A
5
判
、
2
5
6
頁

・
定
価
３
千
円（
会
員
価
格
2
5
0
0
円
）。作
品
参
加
会
員（
参
加
費
６
千
円
）に

は
2
冊
ず
つ
郵
送
。

2
月
24
日
／
会
報
６
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔
和
、
発

行
所
=事
務
局
・
松
尾
方
）

・
B
5
判
６
頁
　

3
月
18
日
／
理
事
会
と
出
版
記
念
会
を
開
催

◆
理
事
会

◆
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
'99
』
出
版
記
念
会
（
兵
庫
県
私
学
会
館
）
14
時
00
分
〜
 

・
50
余
名
出
席

・
司
会
進
行
=田
村
周
平
、
た
か
と
う
匡
子

10

二
〇
〇
〇
年

2
0
0
0
年
／
詩
集
　
　

江
口
節
詩
集『
鳴
き
や
ま
な
い
蟬
』　
編
集
工
房
ノ
ア

福
田
知
子
詩
集
『
単
体
の
空
』
風
来
舎

高
橋
冨
美
子
詩
集
『
駒
袋
』
編
集
工
房
ノ
ア

瑞
木
よ
う
詩
集
『
夢
見
の
杖
』
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
出
版
会

安
水
稔
和
詩
集『
椿
崎
や
見
な
ん
と
て
』編
集
工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
自
選
詩
集
『
安
水
稔
和
詩
集
』
沖
積
舎

井
上
修
子
詩
集
『
花
野
へ
』
学
習
研
究
会
教
文
社

佐
土
原
夏
江
詩
集
『
は
る
で
す
』
編
集
工
房
ノ
ア

渋
谷
魚
彦
詩
集
『
あ
の
空
の
青
』
編
集
工
房
ノ
ア

鈴
木
絹
代
詩
集
『
も
ん
た
ぜ
』
編
集
工
房
ノ
ア

多
田
智
満
子
詩
集
『
長
い
川
の
あ
る
國
』
書
肆
山
田

室
井
正
影
詩
集
『
鎮
魂
の
風
景
』
自
費
出
版

渡
辺
信
雄
写
真
・
エ
ッ
セ
イ
・
詩
集『
途
上
で
』霧
工
房

以
倉
紘
平
詩
集『
プ
シ
ュ
パ
・
ブ
リ
シ
ュ
テ
ィ
』湯
川

書
房

田
中
敏
弘
詩
集
『
夕
焼
け
を
あ
び
』
ヴ
ァ
イ
ン

和
田
英
子
詩
集『
よ
く
見
え
る
屋
根
』編
集
工
房
ノ
ア

中
浜
睦
子
詩
集
『
青
豆

グ
リ
ン
ピ
ー
ス』

編
集
工
房
ノ
ア

富
哲
世
詩
集
『
殺
佛
』
ル
ナ
企
画

室
井
正
彰
詩
集
『
鎮
魂
の
風
景
』
私
家
版

丸
本
明
子
詩
集
『
無
音
』
編
集
工
房
ノ
ア

玉
田
五
郎
詩
集
『
遠
吠
え
』
竹
林
館

た
か
は
ら
お
さ
む
詩
集
『
碑
の
悲
歌
』
摩
耶
出
版
社

山
本
美
代
子
『
西
洋
梨
そ
の
は
か
』
編
集
工
房
ノ
ア

古
田
豊
治
詩
集
『
讃
』
書
肆
青
樹
社

か
た
お
か
は
な
え
詩
集
『
ひ
と
り
ご
と
』
文
芸
社

さ
か
た
し
げ
し
詩
集
『
彼
女
た
ち
』
摩
耶
出
版
社



・
会
長
挨
拶
=安
水
稔
和

・
作
品
朗
読
=井
之
上
幸
代
、
井
上
修
子
、
江
口
節
、
佐
土
原
夏
江
、
佐
藤
勝
太
、
鈴

木
絹
代
、
高
須
剛
、
時
里
二
郎
、
中
嶋
康
雄
、
瑞
木
よ
う

・
乾
杯
=伊
勢
田
史
郎

・
ス
ピ
ー
チ
=和
田
英
子
（
編
集
担
当
）、
全
参
加
者
発
言

・
閉
会
挨
拶
=直
原
弘
道

5
月
20
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。

◆
  第
７
回
理
事
会
（
加
古
川
市
野
口
町
・
加
古
川
市
立
勤
労
会
館
）

・
出
席
者
16
名
、
委
任
状
10
名
。
12
時
30
分
〜
  

◆
第
４
回
総
会
（
加
古
川
市
立
勤
労
会
館
）
13
時
30
分
〜

・
出
席
者
50
名
、
委
任
状
1
0
9
名

〈
第
１
部
〉
〜
15
時
30
分
　
　

・
挨
拶
=安
水
稔
和
会
長

・
議
長
=司
会
　
直
原
弘
道
副
会
長

・
前
年
度
活
動
報
告
、
新
年
度
活
動
方
針
案
=松
尾
茂
夫
事
務
局
長
、
決
算
報
告
・

予
算
案
=鈴
木
漠
会
計
、
監
査
報
告
=三
宅
武
監
事

・
主
な
案
件（
１
）会
則
改
訂
に
よ
り
名
誉
会
員
制
度
が
確
立
、（
２
）従
来
の
協
会

主
催
秋
季
講
演
朗
読
会
〈
明
日
へ
の
架
橋
〉
を
兵
庫
県
〈
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
〉
一

環
と
し
て
「
詩
の
フ
ェ
ス
タ
兵
庫
」
に
。
講
演
と
自
作
詩
朗
読
に
加
え
て
詩
作
品

を
公
募
・
優
秀
作
品
を
表
彰（
一
般
部
門
＝
全
国
、ジ
ュ
ニ
ア
部
門
＝
兵
庫
県
内
）

・
閉
会
挨
拶
=和
田
英
子
副
会
長

〈
第
２
部
〉

・
講
演
「
ヒ
ー
ニ
ー
を
訳
し
て
考
え
た
こ
と
」
薬
師
川
虹
一
（
詩
人
、
英
文
学
者
）

11

川
田
あ
ひ
る
詩
集
『
鰓
の
翼
』
私
家
版

池
永
英
二
詩
集
『
忘
れ
花
』
工
房
A
B
A

池
永
英
二
詩
集
『
痺
水
母
』
工
房
A
B
A

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

香
山
雅
代
詩
論
エ
ッ
セ
イ
集
『
露
の
拍
子
』
書
肆
青
樹
社

寺
田
操
詩
人
論
『
金
子
み
す
ゞ
と
尾
崎
翠
』
白
地
社

安
水
稔
和
詩
文
集
『
届
く
言
葉
̶
神
戸
こ
れ
は
わ
た

し
た
ち
み
ん
な
の
こ
と
』
編
集
工
房
ノ
ア

多
田
智
満
子
随
筆
『
動
物
の
宇
宙
誌
』
青
土
社
 　

多
田
智
満
子
随
筆
『
字
遊
自
在
こ
と
ば
め
く
り
』
河
出

書
房
新
社
 

伊
丹
公
子
紀
行
文
『
伊
丹
公
子
紀
行
文
集
3
地
図
と

文
鎮
』
春
陽
堂
書
店

以
倉
紘
平
エ
ッ
セ
イ
集
『
朝
霧
に
架
か
る
橋
̶
平
家
・

蕪
村
・
現
代
詩
』
編
集
工
房
ノ
ア

渡
辺
信
雄
 詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
写
真『
途
上
で
』霧
工
房

三
浦
照
子
『
無
名
草
子
II
』
美
術
書
院

紫
野
京
子
『
夢
の
周
辺
』
月
草
舎

絵
本

玉
川
侑
香
震
災
を
語
り
継
ぐ
本
三
部
作
Ⅱ
『
ミ
ヨ
ち

ゃ
ん
』
比
良
出
版

玉
川
侑
香
震
災
を
語
り
継
ぐ
本
三
部
作
Ⅲ
『
安
っ
さ

ん
』
比
良
出
版

句
集

大
橋
愛
由
等
句
集
『
群
赤
の
街
』
冨
岡
出
版

〈
第
３
部
〉
〜
17
時
00
分
　
　

・
自
作
詩
朗
読
=大
川
ひ
ろ
子
、
桂
木
恵
子
、
香
山
雅
代
、
彼
末
れ
い
子
、
川
田
あ

ひ
る
、
喜
尚
晃
子
、
高
谷
和
幸
、
玉
田
五
郎
、
渡
部
兼
直
、
月
村
香
（
新
会
員
、
飛

び
入
り
）

〈
懇
親
会
〉（
加
古
川
市
民
会
館
２
階
「
つ
つ
じ
」）

約
40
名
参
加
。
乾
杯
=伊
勢
田
史
郎
副
会
長

6
月
30
日
／
 会
報
７
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔
和
。
発

行
所
=事
務
局
松
尾
方
）

・
B
5
判
６
頁
　

・
5
月
末
現
在
会
員
数
2
1
1
名

11
月
19
日
／
 第
１
回「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
̶
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
0
」（
兵

庫
県
民
会
館
11
階
ホ
ー
ル
）

・
出
席
約
1
3
0
名

・
9
月
中
旬
に
公
募
締
切
。
一
般
部
門
（
全
国
・
高
校
生
含
む
）
2
1
6
名
、
ジ
ュ
　

ニ
ア
部
門
（
兵
庫
県
内
の
小
中
学
生
）
3
6
8
名

・
理
事
12
名
が
両
部
門
に
分
か
れ
て
作
品
選
考

〈
第
１
部
〉
13
時
00
分

・
司
会
=福
井
久
子

・
挨
拶
=安
水
稔
和
（
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
実
行
委
員
会
会
長
）、
小
林
武
雄

（
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
文
化
部
会
長
）

・
選
評
=直
原
弘
道
（
選
考
委
員
代
表
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
・
一
般
部
門
表
彰
式

12

詩
誌

「
BIDS」詩
と
評
論
１
９
９
５
年
９
月
創
刊
２
０
０
０

年
５
月
終
刊
通
巻
27
号
・
寺
田
操
、吉
田
光
夫
、高

橋
秀
明
、
松
尾
真
由
美
ほ
か



満
浦
謙
之
・
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
常
務
理
事
、
安
水
実
行
委
員
長
に
よ
り
賞

状
盾
な
ど
受
賞
者
各
人
に
手
渡
し
。

・
約
１
時
間
　
講
演
「
詩
と
常
識
」
杉
山
平
一

〈
第
２
部
〉
〜
16
時
00
分
　
入
選
作
朗
読
（
一
般
部
門
入
選
者
13
名
）

・
司
会
=住
吉
千
代
美

・
閉
会
挨
拶
=和
田
英
子
（
実
行
委
員
会
副
会
長
）

・
入
選
作
品
集
を
当
日
参
加
者
に
配
布
。
一
般
部
門
応
募
者
、
応
募
学
校
に
も
郵
送

〈
懇
親
会
〉（
同
会
館
地
階
食
堂
）
16
時
30
分
 〜
約
２
時
間
 

・
出
席
35
名
ほ
ど

12
月
20
日
／
会
報
８
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔
和
。
発

行
所
=事
務
局
松
尾
方
）

・
B
5
判
６
頁
　

★
2
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
0
』
刊
行

（
発
行
=安
水
稔
和
）

3
月
6
日
〜
3
月
11
日
／「
竹
中
郁
と
兵
庫
の
詩
人
た
ち
展
」（
神
戸
市
立
王
子
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
）

・
2
0
0
4
年
の
生
誕
百
年
の
節
目
を
機
に
、
竹
中
郁
を
顕
彰
す
る
事
業
。

・
竹
中
郁
の
生
誕
・
逝
去
月
で
あ
る
３
月
、ゆ
か
り
の
関
西
学
院
跡
地
に
チ
ャ
ペ
ル

の
外
装
を
復
元
し
た
神
戸
市
立
王
子
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
す
る
。

・
会
場
の
別
コ
ー
ナ
ー
で
、
会
員
の
発
行
す
る
県
下
の
同
人
詩
誌
、
最
新
集
を
展
示
　

し
て
、
会
員
相
互
の
交
流
の
一
助
と
す
る
。

13

二
〇
〇
一
年

2
0
0
1
年
／
詩
集

丸
田
礼
子
詩
集
『
W
om
an̶
不
在
だ
っ
た
場
所
へ

̶
』
遊
文
舎

香
山
雅
代
詩
集
『
風
韻
』
湯
川
書
房

今
村
欣
史
詩
集『
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
』編
集
工
房

ノ
ア

工
藤
恵
美
子
詩
集
『
テ
ニ
ア
ン
島
』
編
集
工
房
ノ
ア

大
石
玉
子
詩
集
『
お
元
気
で
す
か
』
編
集
工
房
ノ
ア

鈴
木
漠
詩
集
『
鈴
木
漠
詩
集
』
現
代
詩
文
庫
1
6
2
、

思
潮
社

小
西
誠
詩
集
『
小
さ
な
歯
車
』
摩
耶
出
版
社

佐
藤
勝
太
詩
集
『
時
の
鼓
』
編
集
工
房
ノ
ア

伊
勢
田
史
郎
詩
集
『
低
山
あ
る
き
』
詩
画
工
房
 　

高
谷
和
幸
詩
集
『
残
氓
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
　

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集『
夜
に
触
る
』編
集
工
房
ノ
ア

以
倉
紘
平
詩
集
特
装
版
『
プ
シ
ュ
パ
・
ブ
リ
シ
ュ
テ

イ
』
湯
川
書
房

鳳
真
治
詩
集
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
青
倉
青
春
館

『
詩
の
カ
ル
チ
ュ
ア
（
耕
作
）
合
同
詩
集
』
耕
虫
舎

阿
木
哲
郎
詩
集『
マ
ダ
ン
よ
悲
し
み
の
大
地
Ⅵ
』自
家
版

今
井
ふ
じ
子
詩
集
『
塔
と
風
鐸
と
』
編
集
工
房
ノ
ア

小
西
た
か
子
詩
集『
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
』摩
耶
出
版
社

松
本
惠
子
詩
集
『
萌
音
』
編
集
工
房
ノ
ア

磯
田
ふ
じ
子
詩
集
『
"M
IRO
KU〝
弥
勒
』
図
書
出
版

ま
ろ
う
ど
社

渡
部
兼
直
詩
集
『
歌
枕
』
米
子
今
井
書
店

丸
田
礼
子
詩
集『
wom
an̶
不
在
だ
っ
た
場
所
へ
̶
』

遊
文
舎

3
月
11
日
／
年
刊
詩
集
第
3
号
と
な
る
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
0
』
の
出
版
記

念
懇
親
会（
喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン「
ボ
ニ
ー
＆
ク
ラ
イ
ド
」）16
時
00
分
〜
18
時
15
分

・
参
加
者
44
名

・
司
会
進
行
=松
尾
茂
夫
、
開
会
挨
拶
=安
水
稔
和
、
乾
杯
=杉
山
平
一
、
会
員
の
朗

読
（
今
村
欣
史
、
池
永
英
二
、
工
藤
恵
美
子
、
小
西
誠
、
た
か
は
ら
お
さ
む
、
鈴

木
漠
）、
ス
ピ
ー
チ
（
鈴
木
漠
、
大
賀
二
郎
、
福
井
久
子
、
三
浦
照
子
、
た
か
と
う

匡
子
、
玉
川
侑
香
）。
閉
会
挨
拶
=和
田
英
子
。

5
月
27
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。

〈
第
９
回
理
事
会
〉（
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
2
0
3
号
室
）
11
時
00
分
〜

・
新
旧
役
員
29
名
の
う
ち
出
席
21
名
、
委
任
6
名

〈
第
５
回
総
会
〉（
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
3
0
1
号
室
）
13
時
00
分
〜

・
出
席
54
名
、
委
任
状
99
名
。

・
新
役
員
人
事
案
可
決
。

▼
会
長
=安
水
稔
和
▼
副
会
長
=伊
勢
田
史
郎
、直
原
弘
道
、和
田
英
子
▼
事
務
局
長

（
新
）
=た
か
と
う
匡
子
▼
会
計
（
新
）
=江
口
節
▼
常
任
理
事
=鈴
木
漠
（
新
、
事
業

担
当
）、高
橋
夏
男（
会
計
担
当
）、谷
田
寿
郎（
年
刊
詩
集
担
当
）、松
尾
茂
夫（
新
、

事
業
担
当
）
▼
理
事
=青
木
は
る
み
、
赤
松
徳
治
、
朝
比
奈
宣
英
、
以
倉
紘
平
、
岩

﨑
風
子
（
新
）、
大
西
隆
志
、
季
村
敏
夫
、
住
吉
千
代
美
（
新
）、
多
田
智
満
子
、
高

須
剛
、
高
橋
徹
、
田
村
周
平
、
時
里
二
郎
、
福
井
久
子
▼
監
事
=三
宅
武
、
由
良
佐

知
子
（
新
）

▼
顧
問
に
金
田
弘
を
新
た
に
推
挙
。
池
田
昌
夫
、
小
林
武
雄
、
杉
山
平
一
と
の
４
人

体
制
。

・
講
演
「
原
田
の
森
の
詩
人
た
ち
」
講
師
=高
橋
夏
男
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奥
田
博
之
詩
集
『
宇
宙
の
旅
人
』
詩
画
工
房

斎
藤
直
巳
詩
集
『
う
た
か
た
の
う
た
』
ふ
た
ば
工
房

た
か
と
う
匡
子
詩
集
『
水
嵐
』
思
潮
社

土
居
宣
子
詩
集
『
残
高
証
明
』
日
東
館
出
版

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

藤
木
明
子
エ
ッ
セ
イ
集
『
猫
か
ぶ
り
』
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー

安
水
稔
和
評
論
集
『
新
編
歌
の
行
方
̶
菅
江
真
澄
追

跡
』
編
集
工
房
ノ
ア

直
原
弘
道
論
集
『
驢
馬
の
い
な
な
き
』
浮
遊
社

伊
丹
公
子『
詩
人
の
家
 伊
丹
公
子
エ
ッ
セ
イ
集
』沖
積
舎

伊
勢
田
史
郎
編
著
『
門
前
の
小
僧
』
編
集
工
房
ノ
ア

藤
本
明
子
『
ひ
ょ
う
ご
の
暮
し
3
6
5
日
』
神
戸
新
聞

出
版
総
合
セ
ン
タ
ー

丸
本
明
子
『
帽
子
が
と
ぶ
』
編
集
工
房
ノ
ア

詩
画
集

金
田
弘
詩
画
集
『
こ
の
い
ろ
を
み
よ
』
画
廊
山
木
美
術

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
『
飛
光
抄
』
編
集
工
房
ノ
ア

句
集

石
山
淳
句
集
『
沢
蟹
』
淳
心
社

翻
訳

ロ
バ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ブ
ス
著
、
多
田
智
満
子
、
赤
井
敏

夫
訳
『
こ
の
私
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
』
み
す
ず
書
房



〈
懇
親
会
〉
17
時
00
分
〜
（
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
2
0
3
号
室
）

・
37
名
参
加
。
参
加
者
全
員
が
近
況
や
詩
作
活
動
を
語
る
。

6
月
8
日
／
会
報
９
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔
和
。
発

行
所
=事
務
局
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
６
頁

11
月
11
日
／
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
―
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
」（
兵
庫
県
民
会
館
）

・
応
募
数
=一
般
部
門
3
1
4
名（
兵
庫
県
外
か
ら
の
応
募
が
約
75
％
）、ジ
ュ
ニ
ア

部
門
3
5
4
名
。

〈
第
1
部
〉
司
会
=鈴
木
漠

開
会
挨
拶
=安
水
稔
和
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
実
行
委
員
会
会
長

挨
拶
=小
林
武
雄
・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
文
化
部
会
長

講
演
=「
詩
へ
の
希
望
」
講
師
=伊
勢
田
史
郎
・
同
会
副
会
長

〈
第
2
部
〉
司
会
=江
口
節

選
考
経
過
報
告
=松
尾
茂
夫
・
同
会
選
考
委
員
代
表

表
彰
式
、
入
賞
者
に
よ
る
朗
読

閉
会
挨
拶
=和
田
英
子
・
同
会
副
会
長

〈
懇
親
会
〉
同
会
場

12
月
12
日
／
会
報
10
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
。
発
行
=安
水
稔
和
。
発

行
所
=事
務
局
・
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

・
こ
れ
ま
で
掲
載
さ
れ
て
き
た
会
員
の
詩
誌
紹
介
に
加
え
て
、「
詩
碑
探
訪
」の
掲
載

は
じ
ま
る
。第
1
回
は
、坂
本
遼「
た
ん
ぽ
ぽ
忌
の
碑
」（
加
東
郡
東
条
町
横
谷
）、
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2
0
0
2
年
／
詩
集
　
　
　
　

杉
山
平
一
詩
集
『
窓
を
開
け
て
』
編
集
工
房
ノ
ア

春
名
純
子
詩
集
『
風
屋
』
編
集
工
房
ノ
ア

坂
東
里
美
詩
集
『
約
束
の
半
分
』
あ
ざ
み
書
房

和
比
古
詩
集
『
構
図
の
あ
る
バ
ラ
ー
ド
』
竹
林
館

永
井
ま
す
み
詩
集『
ヨ
シ
ダ
さ
ん
の
夜
』土
曜
美
術
社

出
版
販
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
水
稔
和
詩
集
『
こ
と
ば
の
日
々
』
編
集
工
房
ノ
ア

森
本
敏
子
詩
集
『
小
さ
な
庭
』
編
集
工
房
ノ
ア

鈴
木
絹
代
詩
集
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
』
編
集
工
房
ノ
ア

村
中
秀
雄
詩
集
『
夢
の
見
方
』
編
集
工
房
ノ
ア

室
井
正
彰
詩
集
『
生
命
の
声
』
近
代
文
芸
社
  

高
須
剛
詩
集
『
解
禁
橋
詩
選
集
』
ガ
ル
出
版
企
画

直
原
弘
道
小
詩
集
Ⅵ
『
ひ
た
ひ
た
』
私
家
版

『
詩
の
カ
ル
チ
ュ
ア
（
耕
作
）
合
同
詩
集
』
耕
虫
舎

池
永
英
二
詩
集
『
曼
珠
沙
華
』
近
代
文
芸
社

小
林
重
樹
詩
集
『
一
行
一
禮
』
関
西
四
季
の
会

渡
部
兼
直
詩
集『
ぽ
え
む
か
れ
ん
だ
あ
』米
子
今
井
書
店

西
垣
矩
美
子
詩
集『
サ
ボ
テ
ン
の
月
』編
集
工
房
ノ
ア

眞
野
洋
子
詩
集
『
マ
イ
ナ
ス
志
向
』
詩
人
会
議
出
版

奥
田
博
之
詩
集
『
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
の
星
』
詩
画
工
房

喜
尚
晃
子
詩
集
『
回
り
舞
台
』
手
鞠
文
庫

松
尾
茂
夫
詩
集『
デ
ン
キ
ブ
ラ
ン
で
み
た
夢
』別
嬢
倶

楽
部

杉
山
平
一
詩
集
『
窓
開
け
て
』
編
集
工
房
ノ
ア

竹
中
郁
　
詩
・
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
島
田
叡
顕
彰「
合
掌
の
碑
」（
兵
庫
県
立
兵
庫
高

等
学
校
内
）

★
2
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
１
』
刊
行

（
発
行
=安
水
稔
和
）

3
月
12
日
〜
17
日
／「
竹
中
郁
と
子
ど
も
の
詩
展
／
兵
庫
・
詩
の
現
在
展
」（
神
戸
市
王

子
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
展
覧
会
の
期
間
中
、
対
談
と
年
刊
詩
集
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
1
』
の

出
版
記
念
会
あ
り
。

3
月
15
日
／
対
談
「
詩
人
た
ち
―
竹
中
郁
と
そ
の
仲
間
」
杉
山
平
一
、
安
水
稔
和
　

15
時
00
分
〜

3
月
16
日
／
対
談
「
竹
中
郁
　
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
・
わ
た
し
の
詩
人
さ
ん
」
石
阪
春
生

（
洋
画
家
、
竹
中
郁
の
甥
）、
安
水
稔
和
　
15
時
00
分
〜

・
終
了
後
、
年
刊
詩
集
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
1
』
出
版
記
念
会
（
喫
茶

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ボ
ニ
ー
＆
ク
ラ
イ
ド
」）

・
参
加
者
43
名
。

司
会
進
行
=鈴
木
漠
、
挨
拶
=安
水
稔
和
、
乾
杯
音
頭
=杉
山
平
一
。
会
員
の
朗
読

ま
た
は
ス
ピ
ー
チ
。
閉
会
挨
拶
=和
田
英
子
。

5
月
12
日
／
理
事
会
と
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

◆
第
11
回
理
事
会
（
宝
塚
市
立
西
公
民
館
1
階
学
習
室
）
11
時
30
分
〜

◆
第
6
回
総
会
（
宝
塚
市
立
西
公
民
館
3
階
セ
ミ
ナ
ー
室
）
13
時
30
分
〜

・
講
演
研
修
会
「
伊
藤
静
雄
の
読
ま
れ
方
」
寺
田
操
／
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
詩
人
た

16

二
〇
〇
二
年

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

和
田
英
子
散
文
集『
行
き
か
う
詩
人
た
ち
の
系
譜
』 編

集
工
房
ノ
ア
　

安
水
稔
和
評
論
集『
眼
前
の
人
̶
菅
江
真
澄
接
近
』編

集
工
房
ノ
ア
　
　

直
原
弘
道
評
論
集
『
窓
か
ら
の
眺
め
・
Ｚ
氏
の
状
況

論
ひ
か
え
帳
』「
考
え
る
」
発
行
所

多
田
智
満
子
随
筆
集
『
犬
隠
し
の
庭
』
平
凡
社

志
賀
英
夫『
戦
前
の
詩
誌
・
半
世
紀
の
年
譜
』詩
画
工
房

伊
勢
田
史
郎
『
神
戸
の
詩
人
た
ち
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
敏
弘『
風
に
思
う
空
の
翼
』関
西
学
院
大
学
出
版
会

た
か
ぎ
た
か
よ
し
散
文
集
『
天
涯
と
地
平
―
な
に
と

な
く
』
霧
工
房

〈
共
著
〉
寺
田
操
詩
論
『
星
月
の
惨
劇
　
西
川
徹
郎
の

世
界
』
茜
屋
書
房

〈
共
著
〉
寺
田
操
詩
論
『
詩
の
力
　
田
中
国
男
論
』
行

路
社

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
『
果
樹
園
』
徳
島
連
句
懇
話
会
　

句
集

伊
丹
公
子
句
集『
イ
コ
ン
絵
師
 伊
丹
公
子
句
集
』沖
積
舎

翻
訳

シ
ュ
リ
ー
マ
著
、奥
田
博
之
訳『
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ

の
福
音
Ⅱ
』
東
方
出
版

詩
誌

江
口
節
発
行「
多
島
海
」創
刊
２
０
０
２
年
６
月
 通
巻

28
号

坂
東
里
美
・
関
は
る
み
詩
誌
「
Contralto」
２
０
０

２
年
創
刊
・
通
巻
36
号

詩
誌
「
灌
木
」
２
０
０
２
年
５
７
８
号
で
終
刊



ち
」
松
尾
茂
夫

・
朗
読
会
、懇
親
会（
宝
塚
ホ
テ
ル
東
館
2
階「
菊
の
間
」）17
時
00
分
〜
19
時
00
分

6
月
12
日
／
会
報
11
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
た
か
と
う
匡
子
。
発
行
=安
水
稔

和
、
発
行
所
=事
務
局
・
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

11
月
17
日
／
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
―
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
2
」
に
協
会
と

し
て
３
回
目
の
参
加
（
兵
庫
県
民
会
館
）

・
応
募
数
　
総
数
8
1
3
名
。
一
般
部
門
4
2
7
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
3
8
6
名
。

・
第
1
部
　
司
会
=た
か
と
う
匡
子

開
会
挨
拶
=安
水
稔
和
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
実
行
委
員
会
会
長

講
演
「
詩
と
童
謡
」
講
師
島
田
陽
子

・
第
2
部
　
司
会
=松
尾
茂
夫

選
考
経
過
報
告
=和
田
英
子
・
同
会
選
考
委
員
代
表

表
彰
式
、
入
賞
者
に
よ
る
朗
読

閉
会
挨
拶
=直
原
弘
道

・
懇
親
会
（
同
会
場
）

12
月
16
日
／
会
報
12
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
た
か
と
う
匡
子
。
発
行
=安
水
稔

和
、
発
行
所
=事
務
局
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

17

2
0
0
3
年
／
詩
集

北
野
和
博
詩
集
『
公
園
か
ら
』
編
集
工
房
ノ
ア

神
尾
和
寿
詩
集
『
七
福
神
通
り
―
歴
史
上
の
人
物
̶
』

思
潮
社

由
良
佐
知
子
詩
集
『
雲
の
階
段
』
編
集
工
房
ノ
ア

時
里
二
郎
詩
集
『
翅
の
伝
記
』
書
肆
山
田

た
か
と
う
匡
子
詩
集
『
水
よ
一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
ょ

う
』
思
潮
社

尾
崎
美
紀
詩
集
『
パ
リ
パ
リ
と
』
彼
方
社

尾
崎
美
紀
詩
集
『
ら
い
お
ん
日
和
』
ら
く
だ
出
版

黒
住
考
子
詩
集
『
ひ
か
り
の
問
い
』
編
集
工
房
ノ
ア

水
こ
し
町
子
詩
集
『
種
子
に
な
る
』
砂
子
屋
書
房

住
吉
千
代
美
詩
集
『
午
前
零
時
』
潮
流
社

西
川
め
ぐ
み
詩
集
『
つ
く
ろ
い
』
風
来
舎

井
上
富
美
子
詩
集
『
忘
れ
も
の
』
編
集
工
房
ノ
ア

佐
野
博
美
詩
集『
午
後
の
紅
茶
を
飲
む
理
由
』文
芸
社

松
尾
繁
晴
詩
集
『
季
節
め
ぐ
り
』
澪
標

直
原
弘
道
小
詩
集
Ⅶ
『
ふ
む
ふ
む
』
私
家
版

『
詩
の
カ
ル
チ
ュ
ア
（
耕
作
）
合
同
詩
集
11
』
耕
虫
舎

山
南
律
子
詩
集
『
鶴
の
声
』
編
集
工
房
ノ
ア

中
島
ま
さ
の
詩
集
『
ふ
し
ぎ
』
編
集
工
房
ノ
ア

由
良
佐
知
子
詩
集
『
雲
の
階
段
』
編
集
工
房
ノ
ア

鳥
巣
郁
美
詩
集
『
冬
芽
』
編
集
工
房
ノ
ア

北
野
豪
一
詩
集
『
遠
雷
』
大
和
出
版

岩
成
達
也
詩
集『（
ひ
か
り
）、…
…
…
擦
過
』書
肆
山
田

丸
本
明
子
詩
集
『
雲
海
』
知
加
書
房

岩
﨑
風
子
詩
集
『
イ
ボ
ン
』
思
潮
社

奥
田
博
之
詩
集
『
新
し
い
光
に
包
ま
れ
』
詩
画
工
房

渡
辺
兼
直
詩
集『
失
わ
れ
し
女
を
求
め
て
』今
井
書
店

★
2
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
２
』
刊
行

（
発
行
=安
水
稔
和
）

5
月
11
日
／
理
事
会
と
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

◆
第
13
回
理
事
会
（
神
戸
市
中
央
区
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）
12
時
00
分
〜

◆
第
7
回
総
会
（
同
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）
13
時
30
分
〜

・
新
年
度
役
員
人
事
案
可
決

▼
会
長
=伊
勢
田
史
郎
▼
副
会
長
=鈴
木
漠
、
福
井
久
子
、
松
尾
茂
夫
▼
事
務
局
長
=

た
か
と
う
匡
子
▼
会
計
=江
口
節
▼
常
任
理
事
=直
原
弘
道
（
事
業
担
当
）、
安
水
稔

和
、
和
田
英
子
（
年
刊
詩
集
担
当
）
谷
田
寿
郎
、
三
宅
武

▼
理
事
=青
木
は
る
み
、
赤
松
徳
治
、
以
倉
紘
平
、
岩
崎
風
子
、
大
西
隆
志
、
季
村

敏
夫
、
志
賀
英
夫
（
新
）、
高
谷
和
幸
（
新
）、
田
村
周
平
、
時
里
二
郎
、
村
中
秀
雄

（
新
）、
▼
監
事
=大
賀
二
郎
（
新
）、
由
良
佐
知
子

・
講
演
研
修
「
戦
後
サ
ー
ク
ル
運
動
の
誕
生
と
変
遷
」
直
原
弘
道

・
懇
親
会
　
　
朗
読
、
ス
ピ
ー
チ
　
15
時
00
分
〜
17
時
00
分
　

6
月
10
日
／
会
報
13
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
た
か
と
う
匡
子
、
発
行
=伊
勢
田

史
郎
、
発
行
所
=事
務
局
・
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

6
月
10
日
／「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
3
」（
兵
庫
県
民

会
館
）

・
応
募
数
　
総
数
4
6
7
名
。一
般
部
門
1
5
1
名
、ジ
ュ
ニ
ア
部
門
3
1
6
名
。文

部
科
学
大
臣
奨
励
賞
が
新
設
。

18

二
〇
〇
三
年

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

安
水
稔
和
評
論
集
『
お
も
ひ
つ
づ
き
た
り
ー
菅
江
真
澄

説
き
語
り
』
編
集
工
房
ノ
ア

杉
山
平
一
エ
ッ
セ
イ
集
『
戦
後
関
西
詩
壇
回
想
』
思
潮
社

杉
山
平
一
エ
ッ
セ
イ
集
『
映
画
の
文
体
　
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
伝
承
』
行
路
社

伊
勢
田
史
郎
『
神
戸
の
詩
人
た
ち
』
編
集
工
房
ノ
ア

伊
勢
田
史
郎
編
著
『
美
男
と
美
女
の
置
き
土
産
』
編
集

工
房
ノ
ア

金
田
弘
随
想
集
『
四
方
四
佛
』
湯
川
書
房
　

以
倉
紘
平
エ
ッ
セ
イ
集
『
夜
学
生
』
編
集
工
房
ノ
ア

以
倉
紘
平
エ
ッ
セ
イ
集
『
心
と
言
葉
』
編
集
工
房
ノ
ア

渡
部
兼
直
『
兼
狂
呆
師
家
集
』
米
子
今
井
書
店

増
田
ま
さ
み
 画
と
七
人
の
詩
人
作
品
集『
風
薫
る
』美

研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

喜
尚
晃
子
『
変
身
・
そ
し
て
変
心
』
手
鞠
文
庫

〈
共
著
〉
大
橋
愛
由
等
『
沖
縄
を
深
く
知
る
事
典
』
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

詩
画
集

直
原
弘
道
『
馬
と
鶏
』
編
集
工
房
ノ
ア

連
句
集

鈴
木
漠
編
海
市
の
会
『
花
神
帖
』
編
集
工
房
ノ
ア

句
集

伊
丹
公
子
句
集
『
伊
丹
公
子
自
筆
百
句
選
』
沖
積
舎

童
話

尾
崎
美
紀
『
ご
め
ん
お
ば
け
』
汐
文
社

寺
田
操
『
介
助
犬
シ
ン
シ
ア
の
物
語
』
大
和
書
房

詩
誌

季
村
敏
夫
文
芸
誌
「
た
ま
や
」
創
刊
 通
巻
４
号



・
第
1
部
　
司
会
=谷
田
寿
郎

開
会
挨
拶
=伊
勢
田
史
郎
・
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
実
行
委
員
会
会
長

講
演
「
こ
と
ば
の
世
界
」
安
水
稔
和

・
第
2
部
司
会
=福
井
久
子

選
考
経
過
報
告
=鈴
木
漠
同
会
選
考
委
員
代
表

表
彰
式
、
入
賞
者
に
よ
る
朗
読

閉
会
挨
拶
=松
尾
茂
夫

・
懇
親
会
（
同
会
場
）

12
月
10
日
／
会
報
14
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
た
か
と
う
匡
子
。
発
行
=伊
勢
田

史
郎
、
発
行
所
=事
務
局
・
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

★
2
月
25
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
３
』
刊
行

（
発
行
人
=伊
勢
田
史
郎
）

3
月
16
日
〜
3
月
21
日
／「
竹
中
郁
生
誕
百
年
記
念
展
」（
兵
庫
県
立
美
術
館
　
原
田
の

森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
館
）

・
会
員
に
よ
る
初
の
「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
2
0
0
4
」
を
併
催
。

・
会
期
中
の
入
場
者
は
6
0
0
人
超

3
月
20
日
／
対
談
「
詩
的
雑
談
―
西
脇
順
三
郎
と
竹
中
郁
」
飯
島
耕
一
、
安
水
稔
和
　

14
時
30
分
〜

19

二
〇
〇
四
年

2
0
0
4
年
／
詩
集

玉
川
侑
香
詩
集
『
か
な
し
み
祭
り
』
風
来
舎

中
谷
恭
子
詩
集
『
緑
色
の
目
の
犬
』
湯
川
書
房

鈴
木
漠
詩
集
『
言
葉
は
柱
』
編
集
工
房
ノ
ア

中
川
道
子
詩
集
『
ず
っ
と
会
っ
て
い
た
よ
う
に
』
編
集

工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
詩
集
『
蟹
場
が
に
ば
ま
で
』
編
集
工
房
ノ
ア

小
西
誠
詩
集
『
羅
漢
の
顔
』
摩
耶
出
版
社

西
川
保
市
詩
集
『
大
切
な
人
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
敏
弘
詩
集
『
風
に
な
っ
て
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
信
爾
詩
集
『
室
内
楽
』
編
集
工
房
ノ
ア

杉
山
平
一
詩
集
『
青
を
め
ざ
し
て
』
編
集
工
房
ノ
ア

森
本
敏
子
詩
集
『
樹
の
あ
る
方
へ
』
編
集
工
房
ノ
ア
　
　

伊
勢
田
史
郎
詩
集
『
妙
音
林
か
ら
の
手
紙
』
編
集
工
房

ノ
ア

井
口
幻
太
郎
詩
集
『
旧
街
道
の
通
過
す
る
町
』
摩
耶
出

版
社

な
す
・
こ
う
い
ち
詩
集
『
タ
ル
タ
ロ
ス
の
人
々
』
洛
西
書
院

多
田
智
満
子
著
『
封
を
切
る
と
』（
高
橋
睦
郎
編
）
書

肆
山
田

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集
『
見
跡
記
』
編
集
工
房
ノ
ア
　
　

伊
丹
公
子
詩
集
『
黒
い
聖
母
 伊
丹
公
子
詩
集
』

N
agiko Lee, Catherine Yam
am
oto 訳
 沖
積
舎

季
村
敏
夫
詩
集
『
木
端
微
塵
』
書
肆
山
田

石
山
淳
詩
集
『
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
』
編
集
工
房
ノ
ア

石
山
淳
詩
集
『
赤
の
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
・
ラ
イ
ン
』
私
家
版

岸
本
康
弘
詩
集
『
つ
ぶ
や
く
ロ
マ
ン
』
き
し
も
と
ア
ー

ト
舎

中
堂
け
い
こ
詩
集
『
園
庭
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

直
原
弘
道
小
詩
集
Ⅷ
『
そ
ろ
そ
ろ
』
私
家
版

吉
田
草
平『
詩
の
カ
ル
チ
ュ
ア
 合
同
詩
集
12
』私
家
版

・
終
了
後
に
年
刊
詩
集
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
3
』
出
版
記
念
会
（
喫
茶
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ボ
ニ
ー
＆
ク
ラ
イ
ド
」）

・
6
冊
目
の
年
刊
詩
集
参
加
者
は
1
3
4
名
。

5
月
30
日
／
理
事
会
と
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

◆
第
15
回
理
事
会
（
サ
ン
ピ
ア
明
石
4
階
「
太
陽
の
間
」）
11
時
30
分
〜

◆
第
8
回
総
会
（
サ
ン
ピ
ア
明
石
4
階
「
平
安
の
間
」）
13
時
30
分
〜

・
講
演
研
修
会
「
荒
ぶ
る
神
々
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」
田
中
荘
介

・
懇
親
会
　
ス
ピ
ー
チ
、
詩
の
朗
読

6
月
17
日
／
会
報
15
号
発
行（
編
集
=高
橋
夏
男
、た
か
と
う
匡
子
。発
行
=伊
勢
田
史

郎
。
発
行
所
=事
務
局
・
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

11
月
14
日
／「
第
5
回
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
4
」（
兵

庫
県
民
会
館
）（
兵
庫
県
民
会
館
）

・
応
募
総
数
5
2
5
名
。
一
般
部
門
1
3
6
名
、

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
中
学
生
）
3
8
9
名
。

第
1
部
・
挨
拶
=伊
勢
田
史
郎
・
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
実
行
委
員
会
会
長

・
講
演
「
私
の
少
年
詩
」
扶
川
茂

第
2
部
・
選
考
経
過
報
告
=福
井
久
子
・
同
会
選
考
委
員
代
表

・
表
彰
式

・
入
賞
者
に
よ
る
詩
の
朗
読

懇
親
会

20

福
井
久
子
詩
集『
福
井
久
子
詩
集
　
新
・
日
本
現
代
詩
文

庫
23
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
集
『
風
に
な
っ
て
』
編
集
工
房
ノ
ア

奥
田
博
之
詩
集
『
顔
の
回
転
』
詩
画
工
房

赤
松
徳
治
詩
集
『
や
さ
し
い
季
節
』
白
樺
と
琥
珀
の
館

鈴
木
賀
恵
詩
集
『
青
の
花
』
編
集
工
房
ノ
ア

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

寺
田
操
 紀
行
エ
ッ
セ
イ『
都
市
文
学
と
少
女
た
ち
』白

地
社

安
水
稔
和
『
竹
中
郁
　
詩
人
さ
ん
の
声
』
編
集
工
房
ノ
ア

青
木
左
知
子
『
季
節
は
ず
れ
』
澪
標

田
中
荘
介
『
播
磨
国
風
土
記
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
編
集
工

房
ノ
ア

詩
画
集

平
岡
け
い
こ
詩
画
集
『
誕
生
̶
ぼ
く
は
あ
す
、
不
可
思

議
な
花
を
植
え
愛
、
と
名
づ
け
る
̶
』
星
雲
社

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
『
ぜ
ぴ
ゅ
ろ
す
抄
』
編
集
工
房
ノ
ア

翻
訳

シ
ュ
リ
ー
マ
著
、
奥
田
博
之
訳
『
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ

の
福
音
Ⅳ
』
東
方
出
版

小
説

青
木
左
知
子
『
季
節
は
ず
れ
』
澪
標

そ
の
他

寺
田
操
童
話
『
介
助
犬
シ
ン
シ
ア
の
物
語
』
ハ
ン
グ
ル

版
　
ソ
ウ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
財
団

西
垣
矩
美
子
冠
句
集
『
五
彩
の
塵
を
こ
ぼ
し
つ
つ
』
小

学
館
ス
ク
ウ
ェ
ア



12
月
15
日
／
会
報
16
号
発
行（
編
集
=高
橋
夏
男
、た
か
と
う
匡
子
。発
行
=伊
勢
田
史

郎
。
発
行
所
=事
務
局
た
か
と
う
方
）
　
・
B
5
判
、
８
頁

★
2
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
４
』
刊
行

（
発
行
人
=伊
勢
田
史
郎
）

3
月
8
日
〜
13
日
／
貴
志
邦
三
回
顧
展（
県
立
美
術
館
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
館
）

・
写
真
、
詩
集
、
詩
誌
紹
介
の
ほ
か
、
講
演
（
次
男
　
貴
志
房
雄
氏
）、
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
（
貴
志
邦
三
の
歌
詞
に
よ
る
）
な
ど

・
会
員
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
」
併
催

・
会
期
中
、
年
刊
詩
集
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
4
』
出
版
記
念
会
開
催

5
月
22
日
／
理
事
会
と
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
第
17
回
理
事
会
（
姫
路
文
学
館
　
南
館
）
11
時
00
分
〜

◆
第
9
回
総
会
（
姫
路
文
学
館
　
北
館
3
階
講
堂
）
13
時
30
分
〜

・
新
年
度
役
員
人
事
案
可
決

▼
会
長
=福
井
久
子
▼
副
会
長
=鈴
木
漠
、た
か
と
う
匡
子
、松
尾
茂
夫
▼
事
務
局
長
　

玉
井
洋
子
▼
会
計
=小
西
誠
▼
常
任
理
事
=（
事
業
担
当
）直
原
弘
道
、和
田
英
子（
会

報
）
高
橋
夏
男
、（
年
刊
詩
集
）
谷
田
寿
郎
・
三
宅
武

▼
理
事
=赤
松
徳
治
、
以
倉
紘
平
、
伊
勢
田
史
郎
、
岩
﨑
風
子
、
大
西
隆
志
、
田
村

周
平
、
時
里
二
郎
、
安
水
稔
和
、
由
良
佐
知
子

▼
監
事
=江
口
節
、
高
谷
和
幸

・
講
演
研
修
「
敗
戦
直
後
の
姫
路
で
興
っ
た
詩
活
動
」
寺
本
躬
久

・
懇
親
会
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二
〇
〇
五
年

2
0
0
5
年
／
詩
集

彼
末
れ
い
子
詩
集
『
ほ
ほ
え
み
の
人
』
風
来
舎

牧
田
榮
子
詩
集
『
春
雷
』
澪
標

た
か
と
う
匡
子
詩
集
『
学
校
』
思
潮
社
　
　
　

坂
東
里
美
詩
集
『
タ
イ
フ
ー
ン
』
あ
ざ
み
書
房

高
橋
冨
美
子
詩
集
『
塔
の
ゆ
く
え
』
編
集
工
房
ノ
ア

工
藤
恵
美
子
詩
集
『
テ
ニ
ア
ン
島
=Tinian Island』

編
集
工
房
ノ
ア

瑞
木
よ
う
詩
集
『
ま
な
ざ
し
に
』
編
集
工
房
ノ
ア

在
間
洋
子
詩
集
『
船
着
場
』
湯
川
書
房

藤
木
明
子
詩
集『
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
』編
集
工
房

ノ
ア

月
村
香
詩
集
『
牛
雪
』
思
潮
社

佐
藤
勝
太
詩
集
『
掌
の
記
憶
』
詩
画
工
房

岩
井
八
重
美
詩
集『
水
の
あ
る
と
こ
ろ
』編
集
工
房
ノ
ア

中
島
瑞
穂
詩
集
『
明
け
方
の
空
』
編
集
工
房
ノ
ア

藤
永
久
子
詩
集
『
ピ
ノ
キ
オ
の
脚
』
も
ず
工
房

森
本
敏
子
詩
集
『
森
本
敏
子
詩
集
』
編
集
工
房
ノ
ア

伊
勢
田
史
郎
詩
集
『
龍
鐘
譚
ほ
か
』
詩
画
工
房

福
永
祥
子
詩
集
『
夢
に
か
え
る
』
J
D
C
出
版

井
口
幻
太
郎
詩
集『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
食
事
』摩
耶
出

版
社

飽
浦
敏
詩
集『
に
ー
ぬ
ふ
ぁ
星
』沖
縄
タ
イ
ム
ス
出
版
部

藤
永
久
子
詩
集
『
ピ
ノ
キ
オ
の
足
』
も
ず
工
房

吉
田
草
平
『
詩
の
カ
ル
チ
ュ
ア
 合
同
詩
集
』
私
家
版

直
原
弘
道
小
詩
集
IX
『
お
い
お
い
』
私
家
版

小
島
み
ど
り
詩
集
『
鬼
の
庭
』
湯
川
書
房

赤
松
徳
治
詩
集『
風
を
追
っ
て
＊
雲
を
追
っ
て
』白
樺

と
琥
珀
の
館

6
月
17
日
／
会
報
17
号
発
行（
編
集
=高
橋
夏
男
、た
か
と
う
匡
子
。発
行
=福
井
久
子
、

発
行
所
=事
務
局
代
行
・
た
か
と
う
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

11
月
23
日
／
理
事
会
と
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
6
」

を
開
催
。

・
第
20
回
理
事
会
（
兵
庫
県
民
会
館
12
階
会
議
室
）
11
時
00
分
〜

・
第
6
回「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
6
」（
同
会
館
11

階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）
13
時
00
分
〜

・
応
募
総
数
7
4
1
名
。
一
般
部
門
A
（
高
校
生
除
く
）
1
0
5
名
、
一
般
部
門
B

（
高
校
生
）
2
0
4
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
中
学
生
）
4
0
2
名
。

第
1
部
・
挨
拶
=福
井
久
子
実
行
委
員
長

・
記
念
講
演
「
お
か
あ
さ
ん
の
詩
―
坂
本
遼
の
世
界
」
高
橋
夏
男
（
当
協
会

常
任
理
事
、
坂
本
遼
研
究
者
）

第
2
部
・
選
考
経
過
報
告
=松
尾
茂
夫
・
選
考
委
員
代
表

・
表
彰
式

・
入
賞
者
に
よ
る
詩
の
朗
読

懇
親
会
一
般
の
部
受
賞
者
の
詩
の
朗
読
な
ど
。

12
月
20
日
／
会
報
18
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
　
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁
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葛
城
啓
子
詩
集
『
手
に
手
を
と
っ
て
』
す
み
れ
通
信
舎

北
岡
武
司
詩
集
『
ビ
ワ
の
葉
裏
』
思
潮
社

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

た
か
と
う
匡
子
エ
ッ
セ
イ
集
『
神
戸
ノ
ー
ト
』
編
集
工

房
ノ
ア

安
水
稔
和
評
論
集
『
小
野
十
三
郎
　
歌
と
は
逆
に
歌
』

編
集
工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
詩
文
集
『
十
年
歌
̶
神
戸
こ
れ
か
ら
』
編
集

工
房
ノ
ア

伊
丹
公
子
紀
行
文
『
伊
丹
公
子
紀
行
文
集
4
海
山
の

手
帖
』
沖
積
舎
 

和
田
英
子
散
文
集
『
朱
の
入
っ
た
付
箋
』
編
集
工
房
ノ
ア

石
山
淳
評
論
集
『
詩
性
の
徘
徊
　
第
一
部
／
第
二
部
』
サ

ン
ダ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
プ
レ
ス
（
S
S
P
）
出
版

伊
勢
田
史
郎
編『
男
の
意
地
と
女
の
意
地
―
普
通
の
市
民

二
十
一
人
の
「
私
が
愛
し
た
人
生
」
五
集
』
編
集
工
房

ノ
ア

田
中
荘
介
『
玩
物
喪
志
―
や
き
も
の
と
わ
た
し
』

大
賀
二
郎
『
生
物
曼
荼
羅
―
秘
め
ら
れ
た
生
物
紀
行
』
神

戸
新
聞
出
版
総
合
セ
ン
タ
ー

眞
野
洋
子
『
か
す
み
草
雑
感
』
㈱
パ
レ
ー
ド

〈
共
著
〉
大
橋
愛
由
等
南
島
論
『
南
島
へ
南
島
か
ら
〜

島
尾
敏
雄
研
究
』
和
泉
書
院

小
説

喜
尚
晃
子
小
説
集
『
三
角
視
覚
』
手
鞠
文
庫

歌
集

多
田
智
満
子
著
『
歌
集
 遊
星
の
人
』（
高
橋
睦
郎
編
）　

邑
心
文
庫



★
2
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
５
』
刊
行

（
発
行
人
=福
井
久
子
）

3
月
14
日
〜
18
日
／
「
足
立
巻
一
と
天
秤
の
仲
間
た
ち
展
」（
兵
庫
県
立
美
術
館
・
原
　

田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
入
場
者
の
べ
4
0
0
人
余

・「
兵
庫
詩
の
現
在
展
」（
詩
誌
30
誌
展
示
）、「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
」（
作
品
出
品
34

名
46
点
）
を
併
催
。

・
会
期
中
に
講
演
会「
懐
想
の
ア
ダ
ッ
ツ
ア
ン
」宮
崎
修
二
朗（
文
芸
評
論
家
）。約

1
0
0
名
参
加
。

終
了
後
に
懇
親
会
（
喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ボ
ニ
ー
＆
ク
ラ
イ
ド
」）。

6
月
4
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。

◆
第
19
回
理
事
会（
神
戸
市
中
央
区
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
5
階「
コ
ス
モ
ス
の
間
」）11
時

30
分
〜

◆
第
10
回
総
会
（
同
会
館
5
階
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
間
」）
13
時
00
分
〜

・
新
年
度
行
事
と
し
て
「
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
た
ち
展
」
開
催
の
提
案
。
財
政

逼
迫
に
よ
る
年
会
費
値
上
げ
の
緊
急
動
議
が
承
認
（
2
0
0
6
年
度
よ
り
、
従
来

の
会
費
３
千
円
を
４
千
円
に
）。

・
講
演
「
詩
と
散
文
の
あ
い
だ
　
井
上
靖
、
足
立
巻
一
の
詩
か
ら
」
た
か
と
う
匡
子

・『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
5
』出
版
記
念
会
、懇
親
会（
同
会
館
地
下
1
階「
リ

リ
ー
の
間
」）
詩
の
朗
読
、
ス
ピ
ー
チ
な
ど
。
参
加
者
37
名
。
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二
〇
〇
六
年

詩
誌

大
橋
愛
由
等
編
集
発
行
 詩
誌
「
月
刊
め
ら
ん
じ
ゅ
」

3
月
創
刊
・
大
西
隆
志
、高
谷
和
幸
、寺
岡
良
信
、富

哲
世
、
福
田
知
子
、
中
堂
け
い
こ
、
月
村
香
、
に
し

も
と
め
ぐ
み
、
安
西
佐
有
理
、
黒
田
ナ
オ
、
中
嶋
康

雄
・
通
巻
1
1
9
号

文
芸
同
人
誌
『
幻
想
時
計
』
た
か
ぎ
た
か
よ
し
、
木
辺

弘
児
、
仲
清
人
、
増
田
ま
さ
み
、
渡
辺
信
雄
 （
1
9

9
1
年
創
刊
〜
2
0
0
5
年
2
月
通
巻
25
号
で
終

刊
）

C
D

西
垣
矩
美
子
『
Sound Leaves―
瞬
間
』
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
C
D

2
0
0
6
年
／
詩
集
　
　
　
 

田
中
荘
介
詩
集
『
少
年
の
日
々
』
編
集
工
房
ノ
ア

杉
山
平
一
詩
集『
杉
山
平
一
詩
集
　
現
代
詩
文
庫
1
0
4

8
』
思
潮
社

高
谷
和
幸
詩
集
『
回
転
子
』
思
潮
社

寺
岡
良
信
詩
集
『
ヴ
オ
カ
リ
ー
ズ
』
図
書
出
版
ま
ろ
う

ど
社

和
田
英
子
詩
集
『
和
田
英
子
詩
集
 新
・
日
本
現
代
詩

文
庫
45
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

金
田
弘
詩
集
『
旅
人
は
待
て
よ
』
湯
川
書
房

岩
井
八
重
美
詩
集
『
水
の
あ
る
と
こ
ろ
』
編
集
工
房
ノ
ア

西
垣
矩
美
子
詩
集
『
詩
句
八
苦
』
美
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

高
橋
博
子
詩
集
『
時
の
公
園
』
編
集
工
房
ノ
ア

吉
永
紗
英
、
将
貴
、
中
根
美
津
子
詩
集
『
六
人
七
脚
』

6
月
23
日
／
会
報
19
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

11
月
23
日
／
理
事
会
と
第
7
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご

2
0
0
6
」
の
開
催
。

・
第
20
回
理
事
会
（
兵
庫
県
民
会
館
12
階
会
議
室
）
11
時
00
分
〜

・
年
刊
詩
集
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
は
補
助
金
減
額
で
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
隔

年
発
行
と
し
、
2
0
0
6
年
度
は
見
送
る
。

・
第
7
回「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
6
」（
同
会
館
11

階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
　
13
時
00
分
〜

・
応
募
総
数
1
1
0
7
名
。一
般
部
門
A（
高
校
生
除
く
）96
名
、一
般
部
門
B（
高

校
生
）
2
5
4
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
中
学
生
）
8
5
3
名
。

第
1
部
・
挨
拶
=福
井
久
子
実
行
委
員
長

・
お
話
「
見
え
な
い
た
か
ら
も
の
―
こ
と
ば
が
光
る
と
き
」
井
上
修
子
（
児

童
教
育
研
究
者
）

第
2
部
・
選
考
経
過
報
告

・
表
彰
式

・
入
賞
者
に
よ
る
詩
の
朗
読

懇
親
会
　
22
名
参
加
。

12
月
18
日
／
会
報
20
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
・
玉
井
方
）
　
・
B
5
判
、
８
頁

☆
12
月
4
日
「
神
戸
文
学
館
」
が
開
館
。
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吉
田
草
平
『
詩
の
カ
ル
チ
ュ
ア
 合
同
詩
集
Ⅶ
』
私
家
版

福
田
学
詩
集
『
僕
は
マ
ジ
シ
ャ
ン
』
私
家
版

豊
崎
美
夜
詩
集
『
チ
キ
ン
イ
ン
ザ
チ
キ
ン
』
湯
川
書
房

中
堂
け
い
こ
詩
集
『
枇
杷
狩
り
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

渡
辺
兼
直
詩
集
『
散
歩
道
』
編
集
工
房
遊

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

杉
山
平
一
『
詩
と
生
き
る
か
た
ち
』
編
集
工
房
ノ
ア

高
橋
夏
男
『
西
灘
村
の
青
春
―
原
理
充
雄
人
と
作
品
』

風
来
舎

大
塚
子
悠『
星
ひ
と
つ
―
小
剣
さ
ん
を
歩
く（
上
司
小
剣

評
伝
）』
私
家
版

〈
共
著
〉
福
田
知
子
評
論
集
『
京
の
美
学
者
た
ち
』
晃

洋
書
房

翻
訳

渡
部
兼
直
訳
『
レ
イ
モ
ン
　
ク
ノ
オ
　
ひ
と
つ
の
詩
法

の
た
め
に
』
編
集
工
房
遊

詩
誌

詩
誌
『
輪
』
伊
勢
田
史
郎
、
赤
松
徳
治
、
岩
﨑
風
子
、

江
口
節
、
岡
見
祐
輔
、
各
務
豊
和
、
直
原
弘
道
、
丸

本
明
子
、
渡
辺
信
雄
ほ
か
同
人
。
２
０
０
６
年
７
月

１
０
０
号
で
終
刊
。。

高
須
剛
・
尾
崎
美
紀
詩
誌「
湾
」１
９
９
６
年
４
月
創
刊
　

２
０
０
６
年
11
月
通
巻
24
号
で
終
刊



3
月
13
日
〜
18
日
／「
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
た
ち
展
」（
兵
庫
県
立
美
術
館
　
原
田
　
　

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
館
）

・
入
場
者
の
べ
3
5
0
名

・「
兵
庫
・
詩
の
現
在
展
」「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
」
を
併
催
。
会
員
の
関
わ
る
詩
誌
30

誌
展
示
。
詩
画
展
は
27
名
33
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
。

3
月
17
日
／
講
演
会
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
現
代
」
講
師
=鶴
岡
善
久
（
詩
人
、
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
研
究
者
）
14
時
00
分
〜

・
懇
親
会
（
喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ボ
ニ
ー
＆
ク
ラ
イ
ド
」）
16
時
00
分
〜

★
「
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
た
ち
―
抄
出
詩
篇
集
」
B
5
判
、
８
頁
（
兵
庫
県
現
代

詩
協
会
発
行
冊
子
）

5
月
20
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。

◆
第
21
回
理
事
会
（
神
戸
市
中
央
区
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）
11
時
00
分
〜
　
　

◆
第
11
回
総
会
（
同
会
館
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
間
」）
13
時
00
分
〜

・
新
年
度
役
員
人
事
案
可
決

▼
常
任
理
事
=福
井
久
子
（
会
長
）、
鈴
木
漠
、
た
か
と
う
匡
子
、
松
尾
茂
夫
（
副
会

長
）
▼
玉
井
洋
子
（
事
務
局
長
）
▼
小
西
誠
（
会
計
）
▼
高
橋
夏
男
（
会
報
・
兵
庫

詩
の
現
在
展
）、
谷
田
寿
郎
・
三
宅
武
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）、
渡
辺
信
雄
（
企
画
展
ほ

か
印
刷
関
係
）。

▼
理
事
=大
西
隆
志
、
大
賀
二
郎
、
神
田
さ
よ
、
季
村
敏
夫
、
玉
川
侑
香
、
時
里

二
郎
。

▼
監
事
=高
谷
和
幸
、
在
間
洋
子
　

▼
新
顧
問
=伊
勢
田
史
郎
、
直
原
弘
道
、
安
水
稔
和
、
和
田
英
子

25

二
〇
〇
七
年

2
0
0
7
年
／
詩
集
　
　
　
 

春
名
純
子
詩
集
『
猫
座
ま
で
』
編
集
工
房
ノ
ア

神
田
さ
よ
詩
集
『
お
い
し
い
塩
』
編
集
工
房
ノ
ア

関
は
る
み
詩
集
『
呼
び
止
め
ら
れ
て
』
澪
標

小
西
た
か
子
詩
集
『
水
甕
』
湯
川
書
房

田
中
信
爾
詩
集
『
春
光
』
編
集
工
房
ノ
ア

森
本
敏
子
詩
集
『
無
銘
の
楽
器
』
編
集
工
房
ノ
ア

金
田
弘
詩
集
『
青
衣
の
女
人
』
湯
川
書
房

猪
谷
美
知
子
詩
集
『
亀
と
の
夕
刻
』
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

石
山
淳
詩
集
『
石
山
淳
詩
集
』
ト
レ
ビ
文
庫

直
原
弘
道
『
直
原
弘
道
掌
詩
片
2
0
0
7
』
私
家
版

伊
勢
田
史
郎
詩
集
『
伊
勢
田
史
郎
詩
集
　
新
・
日
本
現

代
詩
文
庫
46
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

た
か
と
う
匡
子
詩
集
 新
編『
ヨ
シ
コ
が
燃
え
た
』澪
標

ま
の
よ
う
こ
詩
集
『
春
の
雨
』
詩
人
会
議
出
版

丸
本
明
子
詩
集
『
花
影
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
敏
弘
詩
集
『
重
吉
詩
境
』
私
家
版

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
集
『
あ
の
ひ
と
の
よ
う
に
　
詩
稿

２
』

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

直
原
弘
道
『
神
戸
詩
史
の
片
隅
で
・
中
島
正
夫
（
蟹

沢
悠
夫
）
ノ
ー
ト
』
私
家
版

安
水
稔
和
評
論
集
『
内
海
信
之
　
花
と
反
戦
の
詩
人
』

編
集
工
房
ノ
ア

北
原
文
雄
『
島
で
生
き
る
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

北
原
文
雄
『
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
』
教
育
出
版
セ
ン

▼
新
名
誉
会
員
=橋
本
光
子
、
藤
川
満
智
子
、
山
南
律
子
　

今
期
入
会
0
名
、
退
会
8
名
。
5
月
20
日
現
在
在
籍
会
員
1
9
3
名
。

・
日
本
現
代
詩
人
会
か
ら
協
力
要
請
の
「
西
日
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
神
戸
開
催
の
受
け

入
れ
態
勢
を
整
え
る
方
針
報
告
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
発
行
参
加
費
決
定
等
。

・
講
演
研
修
会
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
登
場
―
詩
誌
『
亜
』
と
『
詩
と
詩
論
』
を
中
心

に
」
福
田
知
子
（
会
員
、
立
命
館
大
学
大
学
院
在
籍
）

・
懇
親
会
（
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
地
下
「
パ
ン
ジ
ー
」）。
詩
の
朗
読
な
ど
。
参
加
者
約
30

名
。

6
月
18
日
／
会
報
21
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

11
月
11
日
／
理
事
会
と
第
８
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2

0
0
７
」（
兵
庫
県
民
会
館
11
階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）
の
開
催
。

・
第
22
回
理
事
会
（
同
会
館
12
階
会
議
室
）
10
時
30
分
〜

・
兵
庫
県
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
協
賛
事
業
 第
8
回
「
詩
の
フ
ェ
ス
タ
」（
兵
庫
県

民
会
館
11
階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）

第
1
部
・
挨
拶
=福
井
久
子
実
行
委
員
長

・
記
念
講
演
「
少
し
で
き
き
ま
す
　
作
文
の
妙
薬
―
た
と
え
の
も
つ
底
力
」

講
師
=小
崎
佳
奈
子
（
児
童
教
育
研
究
家
）

第
２
部
・
各
部
門
選
考
経
過
報
告
=直
原
弘
道
、
高
谷
和
幸
審
査
委
員

・
表
彰
式

懇
親
会
　
17
時
00
分
〜

26

市
川
宏
三
『
た
ゆ
ら
ぎ
山
に
鷺
群
れ
て
―
播
磨
の
文

化
運
動
物
語
 』
北
星
社

〈
共
著
〉
福
田
知
子
評
論
集
『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
ガ
ル

シ
ア
ロ
ル
カ
』
南
雲
堂
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

〈
共
著
〉
寺
田
操
エ
ッ
セ
イ
集
『
酒
食
つ
れ
づ
れ
』
白

地
社

句
集

田
中
信
爾
句
集
『
冬
萌
百
二
十
句
』
編
集
工
房
ノ
ア

伊
丹
公
子
句
集『
私
の
手
紙
 伊
丹
公
子
第
13
句
集
』沖

積
舎



6
月
17
日
／
会
報
23
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
・
玉
井
方
）
  ・
B
5
判
、
８
頁

7
月
26
日
／
「
西
日
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
こ
う
べ
」
日
本
現
代
詩
人
会
と
共
催
（
兵
庫
県

民
会
館
大
ホ
ー
ル
）

・
講
演
「
詩
論
の
方
へ
」
講
師
=岩
成
達
也

・
講
演
「
や
っ
と
わ
か
り
か
け
て
き
た
こ
と
」
講
師
=安
水
稔
和

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
大
西
隆
志
理
事
率
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏
）

・
詩
の
朗
読

・
懇
親
会

・
参
加
者
1
8
0
人
余

11
月
16
日
／
理
事
会
と
第
9
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
 2
0

0
8
」
の
開
催
。

・
第
24
回
理
事
会
（
兵
庫
県
民
会
館
12
階
会
議
室
）
10
時
30
分
〜

・
第
9
回
「
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
 2
0
0
8
」（
同
会
館
 11
階
 パ
ル
テ
ホ
ー

ル
）
13
時
00
分
〜

第
1
部
・
挨
拶
=福
井
久
子
実
行
委
員
長

・
記
念
講
演
=「
は
ず
む
心
　
は
ず
む
言
葉
」講
師
=長
嶋
和
代（
児
童
教
育

研
究
家
、
小
学
校
教
諭
）

第
２
部
・
各
部
門
選
考
経
過
報
告
。
表
彰
式
=作
者
に
よ
る
朗
読

・
懇
親
会
=一
般
部
門
の
受
賞
作
お
披
露
目
。
参
加
者
35
名
。

・
応
募
総
数
8
1
0
名
。一
般
部
門
1
2
8
名
、高
校
生
98
名
、小
中
学
生

5
8
4
名
。

28

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

伊
勢
田
史
郎
『
日
本
人
の
原
郷
・
熊
野
を
歩
く
』
編
集

工
房
ノ
ア

志
賀
英
夫
『
戦
後
詩
誌
の
系
譜
』
詩
画
工
房

田
中
敏
弘
『
経
済
学
史
研
究
と
私
』
関
西
学
院
大
学
出

版
会

福
田
知
子
評
論
集
『
詩
的
創
造
の
水
脈
―
北
村
透

谷
・
金
子
筑
水
・
園
頼
三
・
竹
中
郁
』
晃
洋
書
房

永
井
ま
す
み
エ
ッ
セ
イ
集
『
弥
生
ノ
ー
ト
』
私
家
版

直
原
弘
道
『
神
戸
詩
史
の
片
隅
で
』
私
家
版

〈
共
著
〉
寺
田
操
詩
論
集
『
小
野
十
三
郎
を
読
む
』
思

潮
社

詩
画
集

金
田
弘
詩
画
集
『
シ
ム
ボ
ル
の
な
い
季
節
』
画
廊
山
木

美
術

絵
本
・
童
話

尾
崎
美
紀
絵
本
『
わ
く
わ
く
ち
く
わ
く
ん
』
ス
ト
ー
ク

尾
崎
美
紀
絵
本
『
ま
る
く
て
お
っ
き
く
て
ま
っ
く
ろ

で
』
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

尾
崎
美
紀
童
話
『
ち
ょ
っ
と
源
さ
ん
 お
借
り
し
ま

す
』
文
研
出
版

詩
誌

時
里
二
郎
詩
誌
「
Loggia」
１
月
創
刊
通
巻
15
号

寺
田
操
個
人
誌「
Poetry Edging」創
刊
　
通
巻
33
号

・
一
般
部
門
受
賞
作
の
お
披
露
目
な
ど

・
参
加
者
27
名

・
応
募
総
数
8
4
8
名
。
一
般
部
門
A
（
高
校
生
除
く
）
92
名
、
一
般
部
門

B
（
高
校
生
）
1
8
8
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
6
6
0
名
。

12
月
18
日
／
会
報
22
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

★
2
月
29
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
７
』
刊
行

（
発
行
人
=福
井
久
子
）

3
月
11
日
〜
16
日
／「
四
季
と
兵
庫
の
詩
人
た
ち
展
」（
兵
庫
県
立
美
術
館
　
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
館
）。「
兵
庫
・
詩
の
現
在
展
」、「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
」
併
催

・
入
場
者
の
べ
4
0
0
人
余

3
月
15
日
／
講
演
=杉
山
平
一
、
対
談
=安
水
稔
和
・
杉
山
平
一

5
月
31
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。
会
場
は
（
サ
ン
ピ
ア
明
石
」）。

◆
第
23
回
理
事
会
（
1
階
B
会
議
室
）
11
時
00
分
〜
　
　

◆
第
12
回
総
会
（
3
階
「
黎
明
の
間
」）
13
時
00
分
〜

・
会
員
総
数
1
8
9
名
。
出
席
34
名
、
委
任
状
95
名
。

・
記
念
講
演「
八
木
重
吉
の
詩
境
」講
師
・
田
中
敏
弘（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

・
懇
親
会
（
4
階
「
平
安
の
間
」）

27

二
〇
〇
八
年

2
0
0
8
年
／
詩
集
　
　
　
 

江
口
節
詩
集
『
草
蔭
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

香
山
雅
代
詩
集
『
粒
子
空
間
』
編
集
工
房
ノ
ア

阿
部
由
子
詩
集
『
水
先
案
内
人
』
思
潮
社

朝
倉
裕
子
詩
集
『
詩
を
書
く
理
由
わ
け

』
編
集
工
房
ノ
ア

永
井
ま
す
み
詩
集
『
弥
生
の
昔
の
物
語
』
土
曜
美
術
社

出
版
販
売

安
水
稔
和
詩
集
『
久
遠
く
ど
う
』
編
集
工
房
ノ
ア

西
川
め
ぐ
み
詩
集
『
ほ
ど
ら
い
に
』
風
来
舎

佐
藤
勝
太
詩
集
『
夕
陽
の
光
芒
』
竹
林
館

芦
田
は
る
み
詩
集
『
雲
ひ
と
つ
見
つ
け
た
』
編
集
工
房

ノ
ア

か
た
だ
と
き
こ
詩
集『
ス
パ
テ
ラ
と
子
ど
も
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
』
前
田
精
版

佐
土
原
夏
江
詩
集『
た
ん
ぽ
ぽ
の
は
な
』編
集
工
房
ノ
ア

鈴
木
絹
代
詩
集
『
あ
り
が
と
う
』
編
集
工
房
ノ
ア

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集
『
四
時
―
夜
を
つ
た
う
』
編
集

工
房
ノ
ア

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
集
『
詩
稿
３
〜
９
』
私
家
版

眞
田
千
穂
詩
集
『
花
の
こ
と
づ
て
』
私
家
版

西
川
昭
五
詩
集
『
や
き
も
の
の
詩
』
澪
標

渡
部
兼
直
詩
集
『
地
球
訪
問
』
編
集
工
房
遊

直
原
弘
道
詩
集
『
掌
詩
片
2
0
0
8
』
Ⅱ

私
家
版

滝
悦
子
詩
集
『
薔
薇
の
耳
の
ラ
バ
』
図
書
出
版
ま
ろ
う

ど
社

土
屋
宣
子
詩
集
『
家
路
』
摩
耶
出
版
社



12
月
16
日
／
会
報
24
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=福
井
久
子
。
発

行
所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

〈
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

総
会
時
、
会
報
担
当
 高
橋
夏
男
か
ら
紫
野
京
子
へ
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
協
力
要
請
。

11
月
26
日
／
理
事
会
で
、
作
業
を
進
め
る
了
承
を
得
る
。

11
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
準
備
会
合（
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
1

階
喫
茶
室
）
紫
野
京
子
、
直
原
弘
道
、
渡
辺
信
雄
。

2
0
0
9
年
1
月
28
日
／
理
事
会
に
、
試
作
持
ち
込
み
了
承
を
得
る
。

2
0
0
9
年
2
月
末
／
開
設

3
月
10
日
〜
15
日
／
兵
庫
県
ゆ
か
り
の
詩
人
た
ち
展（
第
9
回
）「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
人

た
ち
展
」（
兵
庫
県
立
美
術
館
　
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

3
月
14
日
／
講
演
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
深
淵
」
た
か
と
う
匡
子
（
当
会
副
会
長
）、

参
加
者
90
人
余

5
月
31
日
／
理
事
会
と
総
会
の
開
催
。

◆
第
25
回
理
事
会
（
パ
レ
ス
神
戸
7
階
ス
カ
イ
ル
ー
ム
）
10
時
30
分
〜
　
　

◆
第
13
回
総
会
（
同
2
階
「
葵
の
間
」）
13
時
00
分
〜

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動
で
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
予
定
ど
お
り
開
催
さ
れ
た
。

・
会
員
総
数
1
8
9
名
。
出
席
42
名
、
委
任
状
出
席
1
0
5
名
。

29

二
〇
〇
九
年

2
0
0
9
年
／
詩
集
　
　
　
 

小
西
民
子
詩
集
『
春
の
ソ
ナ
チ
ネ
』
編
集
工
房
ノ
ア

た
か
と
う
匡
子
詩
集
『
女
生
徒
』
思
潮
社

坂
東
里
美
詩
集
『
変
奏
曲
』
あ
ざ
み
書
房

和
比
古
詩
集
『
風
の
構
図
』
ユ
ニ
ウ
ス

永
井
ま
す
み
詩
集
『
短
詩
抄
』
山
の
街
企
画

永
井
ま
す
み
詩
集
『
愛
の
か
た
ち
』
土
曜
美
術
社
出
版

販
売

安
水
稔
和
詩
集
『
遠
い
声
　
若
い
歌
　
安
水
稔
和
全
詩

集
以
前
の
未
刊
詩
集
』
沖
積
舎

小
西
誠
詩
集
『
八
月
の
蛇
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

田
中
敏
弘
詩
集
『
雑
木
林
の
向
こ
う
に
』
摩
耶
出
版
社

金
田
弘
詩
集
『
虎
擲
龍
拏
』
書
肆
山
田

坂
本
久
刀
詩
集
『
貂
』
詩
遊
社

以
倉
紘
平
詩
集
『
フ
イ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ
の
拳
銃
』

沖
積
舎

寺
岡
良
信
詩
集
『
焚
刑
』
図
書
出
版
ま
ろ
う
ど
社

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
集
『
詩
稿
９
』
私
家
版

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
稿
『
泥
ま
み
れ
の
信
仰
―
賀
川
豊

彦
』
私
家
版

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
集
『
雑
木
林
の
向
こ
う
に
』
摩
耶

出
版
社

丸
本
明
子
詩
集
『
丸
本
明
子
詩
集
　
新
・
日
本
現
代
詩

文
庫
60
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

大
塚
子
悠
詩
集
『
雲
の
お
と
し
も
の
』
信
樹
舎

渡
部
兼
直
詩
集
『
梨
の
体
を
し
て
ゐ
る
い
く
つ
か
の

詩
』
編
集
工
房
遊

西
村
好
子
詩
集
『
寂
し
い
近
代
』
翰
林
書
房

・
新
年
度
役
員
人
事
案
可
決

▼
常
任
理
事
=三
宅
武
（
会
長
）
▼
鈴
木
漠
、
た
か
と
う
匡
子
、
松
尾
茂
夫
（
副
会

長
）
▼
玉
井
洋
子
（
事
務
局
長
）
▼
小
西
誠
（
会
計
）、
高
橋
夏
男
、
谷
田
寿
郎
、
渡

辺
信
雄
。
▼
理
事
=岩
﨑
風
子
、
大
西
隆
志
、
尾
崎
美
紀
、
神
田
さ
よ
、
紫
野
京
子
、

時
里
二
郎
、
た
か
ぎ
た
か
よ
し
、
中
堂
け
い
こ
。

▼
監
事
=在
間
洋
子
、
高
谷
和
幸
。

・
第
2
部
　
講
演
研
修
会
「
賀
川
豊
彦
の
文
学
に
つ
い
て
」
谷
田
寿
郎
（
会
員
）

6
月
17
日
／
会
報
25
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=三
宅
武
。
発
行

所
=事
務
局
・
玉
井
方
）
　
・
B
5
判
、
８
頁

11
月
21
日
／
理
事
会
と
第
10
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
 詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0

0
9
」
の
開
催
。

・
第
26
回
理
事
会
（
兵
庫
県
民
会
館
12
階
会
議
室
）
10
時
30
分
〜

・
第
10
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
 詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
0
9
」（
同
会
館
11

階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）
13
時
00
分
〜

・
応
募
総
数
6
9
6
名
。
一
般
部
門
1
0
名
4
、
高
校
生
1
3
6
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
4

5
9
名
。

・
表
彰
式

第
1
部
・
挨
拶
=三
宅
武
実
行
委
員
長

・
講
演
「
こ
ろ
が
る
こ
と
ば
、
ひ
ろ
が
る
こ
と
ば
」
講
師
=尾
崎
美
紀
（
児

童
文
学
研
究
者
）

・
懇
親
会
　
17
時
00
分
〜
 運
営
委
員
と
受
賞
者
、
入
選
者
以
外
の
会
員
参

加
は
4
名
。
催
し
の
あ
り
か
た
を
問
わ
れ
る
状
況
。

30

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

田
中
荘
介
詩
文
集
『
わ
が
生
涯
』
大
和
出
版

安
水
稔
和
評
論
集
『
未
来
の
記
憶
̶
菅
江
真
澄
同
行
』

編
集
工
房
ノ
ア

季
村
敏
夫
評
論
集
『
山
上
の
蜘
蛛
　
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム

と
海
港
都
市
ノ
ー
ト
』
み
ず
の
わ
出
版

鳥
巣
郁
美
詩
論
・
エ
ッ
セ
ィ
集
『
思
索
の
小
径
』
コ
ー

ル
サ
ッ
ク
社

〈
共
著
〉
福
田
知
子
評
論
集
『
芸
術
は
ど
こ
か
ら
来
て
、

ど
こ
へ
行
く
か
』
晃
洋
書
房

〈
共
著
〉
寺
田
操
エ
ッ
セ
イ
『
記
憶
の
風
穴
』
四
季
同
人

詩
誌

詩
誌
「
EN
TASIS」
創
刊
 ２
０
１
４
年
11
号
で

終
刊
　
福
井
久
子
・
山
本
美
代
子
・
田
中
荘
介
 

か
た
だ
と
き
こ
・
大
賀
二
郎
詩
誌
「
風
箋
」
２
０
０
９

年
８
月
創
刊
 ２
０
１
５
年
８
号
で
終
刊

句
集

増
田
ま
さ
み
句
集
『
ユ
キ
ノ
チ
ク
モ
リ
』
霧
工
房



12
月
16
日
／
会
報
26
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=三
宅
武
。
発
行

所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

★
2
月
28
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
9
』
刊
行

（
発
行
人
=三
宅
武
）

3
月
9
日
〜
／「
兵
庫
の
戦
後
詩（
1
9
4
5
〜
1
9
6
0
）展
」（
県
立
美
術
館
　
原

田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
館
）

・「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
2
0
1
0
」「
兵
庫
・
詩
の
現
在
展
」
併
催

3
月
13
日
／
講
演
会
「
活
字
表
現
と
し
て
の
詩
」
季
村
敏
夫

・
懇
親
会
（
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト
西
灘
店
）

6
月
6
日
／
理
事
会
と
総
会
を
開
催
。

◆
第
11
回
理
事
会
（
姫
路
文
学
館
　
望
景
亭
奥
座
敷
）
11
時
00
分
〜
　
　

◆
第
14
回
総
会
（
同
館
3
階
講
堂
）
13
時
30
分
〜

・
会
員
総
数
1
8
5
名
。
出
席
31
、
委
任
状
90
。

・
記
念
講
演
「
時
代
の
悲
（
カ
ル
ナ
ー
）
を
宿
し
た
芸
術
―
良
寛
の
毬
つ
き
唄
を
中

心
に
」
講
師
=以
倉
紘
平
（
会
員
）

・
詩
の
朗
読
会
（
同
会
場
）

・
懇
親
会
（
イ
ー
グ
レ
姫
路
「
ミ
レ
」）
26
名
参
加
。

31

二
〇
一
〇
年

2
0
1
0
年
／
詩
集

平
岡
け
い
こ
詩
集
『
幻
肢
痛
』
砂
子
屋
書
房

神
尾
和
寿
詩
集
『
地
上
の
メ
ニ
ュ
ー
』
砂
子
屋
書
房
　

香
山
雅
代
詩
集
『
綾
を
織
る
ま
で
』
砂
子
屋
書
房

西
海
ゆ
う
子
詩
集
『
旅
の
途
上
』
私
家
版

吉
田
草
平
短
詩
集
『
だ
ん
ま
り
石
に
生
ま
れ
変
わ
れ
』

耕
虫
舎

工
藤
恵
美
子
詩
集『
光ひか
る
澪み
お

テ
ニ
ア
ン
島
Ⅱ
』編
集

工
房
ノ
ア

直
原
弘
道
詩
集
『
異
郷
へ
の
旅
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

安
水
稔
和
詩
集
『
ひ
か
り
の
抱
擁
』
編
集
工
房
ノ
ア

佐
藤
勝
太
詩
集
『
陽
炎
の
向
こ
う
』
竹
林
館

高
谷
和
幸
詩
集『
ヴ
ェ
ジ
タ
ブ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
』思
潮
社

石
山
淳
詩
集
『
邪
悪
な
者
』
編
集
工
房
ノ
ア

望
月
宏
三
郎
詩
集
『
聖
週
間
』
編
集
工
房
ノ
ア

中
島
ま
さ
の
、中
島
友
子
詩
集『
ま
さ
の
さ
ん
』編
集

工
房
ノ
ア

田
中
敏
弘
詩
集『
里
山
の
ス
パ
イ
ラ
ル
一
〜
三
』私
家
版

た
な
か
と
し
ひ
ろ
『
詩
稿
イ
エ
ス
を
め
ぐ
る
人
々
』

正
・
続
　
私
家
版

福
井
久
子
詩
集
『
飛
天
幻
想
』
編
集
工
房
ノ
ア

今
猿
人
詩
集
『
Sixteen’s』
編
集
工
房
M
O
吉

中
堂
け
い
こ
詩
集
『
ホ
バ
リ
ン
グ
』
書
肆
山
田

紫
野
京
子
詩
集
『
風
の
芍
薬
』
月
草
舎

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集『
夜
の
叙
法
』編
集
工
房
ノ
ア

鳥
巣
郁
美
詩
集
『
浅
春
の
途
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

6
月
22
日
／
会
報
27
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=三
宅
武
。
発
行

所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

11
月
23
日
／
理
事
会
と
第
11
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
 詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0

1
0
」
の
開
催
。

・
第
28
回
理
事
会
（
兵
庫
県
民
会
館
12
階
会
議
室
）
11
時
00
分
〜

・
第
11
回
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
 詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
1
0
」（
同
会
館
11

階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）
13
時
00
分
〜

第
1
部

・
講
演
「
感
受
性
と
い
う
贈
り
物
」
丸
田
礼
子

・
表
彰
式

・
懇
親
会
=受
賞
者
含
む
20
名
参
加

12
月
26
日
／
会
報
28
号
発
行
（
編
集
=高
橋
夏
男
、
玉
井
洋
子
。
発
行
=三
宅
武
。
発
行

所
=事
務
局
・
玉
井
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

3
月
15
日
〜
20
日
／
企
画
展
「『
蜘
蛛
』
の
仲
間
た
ち
展
」（
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・「
ひ
ょ
う
ご
詩
画
展
」「
兵
庫
・
詩
の
現
在
展
」
併
催

・
記
念
講
演
会
=伊
勢
田
史
郎
、
安
水
稔
和

・
詩
画
展
会
場
で
東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
募
集
。
3
万
円
と
寄
付
金
2
万
円
、
計

5
万
円
を
東
日
本
大
震
災
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
口
座
に
振
込
。

32

二
〇
一
一
年

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

井
上
修
子
児
童
文
学
『
あ
い
う
え
お
お
き
な
こ
え
で
-

は
や
く
ち
で
よ
め
る
か
な
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
水
稔
和
旅
行
記
『
新
編
　
幻
視
の
旅
』
沖
積
舎

安
水
稔
和
評
論
集
『
杉
山
平
一
　
青
を
め
ざ
し
て
』
編

集
工
房
ノ
ア

た
か
ぎ
た
か
よ
し
散
文
集
『
回
遊
と
伏
流
―
時
の
流

離
』
霧
工
房

季
村
敏
夫
評
論
集
『
窓
の
微
風
 モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
断
層
』

み
ず
の
わ
出
版

高
橋
夏
男
評
伝
『
穣
治
君
へ
の
手
紙
』
編
集
工
房
ノ
ア

句
集

田
中
信
爾
句
集
『
秋
光
』
編
集
工
房
ノ
ア

伊
丹
公
子
句
集『
博
物
の
朝
 伊
丹
公
子
句
集
』角
川
書
店
 

C
D

望
月
逸
子
朗
読
Ｃ
Ｄ
「
旅
立
ち
」
吟
遊
詩
人
社

詩
誌

望
阿
部
由
子
個
人
詩
誌
「
青
い
麦
」
２
０
１
０
年
７
月

創
刊

鈴
木
漠
 連
句
誌「
O
T
A
K
S
A
」２
０
０
３
年
３
月

創
刊
２
０
１
０
年
20
号
で
終
刊
　

鈴
木
漠
 詩
と
連
句
誌「
お
た
く
さ
Ⅱ
」２
０
１
０
年
６

月
創
刊
通
巻
20
号
　



4
月
23
日
／
第
29
回
常
任
理
事
会
・
理
事
会
（
私
学
会
館
）
13
時
00
分
〜

5
月
29
日
／
第
15
回
総
会
を
開
催
。

第
1
部

・
第
15
回
総
会
（
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
5
階
「
コ
ス
モ
ス
の
間
」）
13
時
00
分
〜

・
会
員
総
数
1
8
2
名
。
出
席
33
、
委
任
状
90
。

・
新
年
度
役
員
人
事
案
可
決

▼
常
任
理
事
=松
尾
茂
夫
（
会
長
）
▼
鈴
木
漠
・
た
か
と
う
匡
子
・
時
里
二
郎
（
副

会
長
）
▼
高
谷
和
幸
（
事
務
局
長
）、
小
西
民
子
（
会
計
）、
大
西
隆
志
、
神
田
さ
よ
、

在
間
洋
子
、
玉
井
洋
子
、
三
宅
武
。

▼
理
事
=尾
崎
美
紀
、
岩
﨑
風
子
、
紫
野
京
子
、
た
か
ぎ
た
か
よ
し
、
高
橋
夏
男
、
丸

田
礼
子
、
中
堂
け
い
こ
、
渡
辺
信
雄
。

▼
監
事
=小
西
誠
、
谷
田
寿
郎
。

・
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
増
え
続
け
る「
名
誉
会
員
」（
80
歳
以
上
）を
定
め
る
会
則

条
項
を
廃
止
。

・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
発
行
頻
度
は
、次
年
度
か
ら
補
助
金
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め

年
刊
に
変
更
。

第
2
部

・
詩
の
朗
読
「
東
北
大
震
災
被
災
地
に
エ
ー
ル
を
お
く
ろ
う
」（
朗
読
者
18
名
）

懇
親
会（
同
館
地
下
1
階「
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
間
」）参
加
者
22
名
。大
賀
二
郎
氏
に

よ
る
被
災
地
・
福
島
体
験
談
「
そ
れ
は
一
切
を
拒
否
し
た
」
等
。

6
月
20
日
／
会
報
29
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
、
高
谷
和
幸
。
発
行
=松
尾
茂
夫
。
発

行
所
。
事
務
局
=高
谷
方
）

・
B
5
判
、
８
頁
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2
0
1
1
年
／
詩
集

神
尾
和
寿
詩
集
『
神
尾
和
寿
詩
集
　
現
代
詩
人
文
庫

14
』
砂
子
屋
書
房

香
山
雅
代
詩
集
『
香
山
雅
代
詩
集
  新
・
日
本
現
代
詩

文
庫
84
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

今
村
欣
史
詩
集
『
喫
茶
　
輪
』
私
家
版

黒
住
考
子
詩
集
『
道
な
り
に
』
編
集
工
房
ノ
ア

鈴
木
漠
詩
集
『
遊
戯
論

ゆ
げ
ろ
ん

』
編
集
工
房
ノ
ア

杉
山
平
一
詩
集
『
希
望
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
敏
弘
詩
集
『
重
吉
よ
―
里
山
の
パ
ス
ト
ラ
ル
―
』

摩
耶
出
版
社

田
中
敏
弘
詩
集
『
櫨
の
実
』
私
家
版

佐
野
博
美
詩
集
『
風
が
や
さ
し
く
吹
く
よ
う
に
』
文

芸
社
　
　

に
し
も
と
め
ぐ
み
詩
集
『
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
雨

は
』
澪
標

季
村
敏
夫
詩
集
『
ノ
ミ
ト
ビ
ヒ
ヨ
シ
マ
ル
の
独
言
』
書

肆
山
田

内
田
正
美
詩
集
『
光
ふ
る
街
』
澪
標

寺
岡
良
信
詩
集
『
凱
歌
』
図
書
出
版
ま
ろ
う
ど
社

北
岡
武
司
詩
集
『
ス
ピ
ラ
ス
イ
ヨ
ー
ン
』
土
曜
美
術
社

出
版
販
売

黒
住
考
子
詩
集
『
道
な
り
に
』
編
集
工
房
ノ
ア

永
井
ま
す
み
連
詩
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
山
の
街
か
ら
』
山

の
街
企
画

植
村
孝
詩
集
『
長
い
旅
の
果
て
の
回
想
』
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ

石
山
淳
詩
集
『
異
端
の
レ
ク
イ
エ
ム
』
私
家
版

岩
崎
風
子
詩
集
『
玻
璃
と
な
っ
て
』
書
肆
山
田

赤
松
徳
治
詩
集
『
赤
松
徳
治
詩
集
　
新
・
日
本
現
代
詩

文
庫
89
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

11
月
23
日
／「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
1
1
」（
兵
庫
県
民

会
館
11
階
パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）
を
開
催
。

・
挨
拶
=松
尾
茂
夫
会
長

・
講
演
=た
か
と
う
匡
子
副
会
長
「
百
年
読
み
つ
が
れ
て
き
た
童
謡
詩
」

・
選
考
経
過
報
告
=時
里
二
郎
副
会
長

（
一
般
の
部
1
7
7
名
、高
校
の
部
49
名
、小
学
生
1
6
9
名
、中
学
生
1
4
1
名
）

12
月
19
日
／
会
報
30
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
、
高
谷
和
幸
。
発
行
=松
尾
茂
夫
。
発

行
所
。
事
務
局
=高
谷
方
）

・
B
5
判
、
８
頁

★
2
月
20
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
0
9
』
刊
行

（
発
行
人
=松
尾
茂
夫
）

3
月
9
日
〜
20
日
／
「
ポ
エ
ム
&
ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
2
」（
神
戸
文
学

館
）

・「
詩
画
展
」
を
改
め
「
ポ
エ
ム
&
ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。　

「
兵
庫
・
詩
の
現
在
展
」
併
催

3
月
10
日
／
鼎
談
「
誰
も
い
な
い
風
景
に
む
か
う
―
震
災
を
め
ぐ
る
詩
と
ア
ー
ト
―
」

司
会
＝
大
西
隆
志
　
ゲ
ス
ト
=細
見
和
之
、
宮
崎
み
よ
し
、
山
田
兼
士

3
月
17
日
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
被
災
地
か
ら
考
え
る
東
日
本
大
震
災
」

パ
ネ
ラ
ー
=た
か
と
う
匡
子
　
司
会
=大
橋
愛
由
等
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.二
〇
一
二
年

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

田
中
荘
介
詩
文
集
『
わ
が
余
生
』
大
和
出
版

松
尾
茂
夫
評
論
集
『
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
詩
人
た
ち
』

摩
耶
出
版
社

寺
田
操
評
論
集
『
尾
崎
翠
と
野
溝
七
生
子
―
二
十
一
世

紀
を
先
取
り
し
た
女
性
た
ち
』
白
地
社

安
水
稔
和
旅
行
記
『
菅
江
真
澄
と
旅
す
る
―
東
北
遊

覧
紀
行
』
平
凡
社
新
書

伊
丹
公
子
随
筆
集
『
港
都
譚
 伊
丹
公
子
エ
ッ
セ
イ
集
』

沖
積
舎
 

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
『
轣
轆
れ
き
ろ
く
帖
』
編
集
工
房
ノ
ア

小
説

中
島
妙
子
小
説
集
『
空
を
舞
う
手
』
編
集
工
房
ノ
ア

絵
本

尾
崎
美
紀
『
バ
ナ
ナ
わ
に
』
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

詩
誌

か
た
だ
と
き
こ
、
大
賀
二
郎
文
芸
誌
「
さ
ん
が
」
創
刊
　

通
巻
５
号

詩
誌
「
空
町
」
渡
辺
信
雄
、
仲
清
人
ほ
か
　
創
刊
2
0

1
1
年
11
月
通
巻
５
号

詩
誌
「
第
三
期
層
」
６
月
77
号
で
終
刊
　
1
9
7
3
年

3
月
創
刊
・
赤
松
徳
治
、
北
見
哲
也
、
三
宅
武
、
さ

か
た
し
げ
し
、
諸
井
良
一
郎
、
た
か
と
う
匡
子
、
谷

田
寿
郎
　



6
月
3
日
／
第
16
回
総
会
を
開
催
。

第
1
部

・
第
15
回
総
会
（
西
宮
市
民
会
館
）
13
時
00
分
〜

・
会
員
総
数
1
7
1
名
。
出
席
41
、
委
任
状
82
。

第
2
部

・
講
演
=時
里
二
郎
副
会
長
「
詩
が
書
け
な
く
な
っ
て
」

第
３
部

・
司
会
と
進
行
=寺
岡
良
信
（
朗
読
者
10
名
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
出
版
記
念
朗

読
会
を
行
う
）

懇
親
会
=「
四
つ
葉
庵
」
47
名
参
加
。

6
月
30
日
／
会
報
31
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
、
高
谷
和
幸
。
発
行
=松
尾
茂
夫
。
発

行
所
。
事
務
局
=高
谷
方
）

・
A
4
判
、
８
頁
（
31
号
か
ら
会
報
の
判
型
が
A
4
判
と
な
る
）

11
月
18
日
／「
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
2
0
1
2
」（
兵
庫
県
民
会
館
11
階
パ
ル
テ
ホ

ー
ル
）
を
開
催

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
表
彰
式

・
講
演
会
　
講
師
=小
池
昌
代
「
歌
と
詩
の
あ
い
だ
」

・
朗
読
会

・
懇
親
会
「
二
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

第
1
部
・
挨
拶
=三
宅
武
実
行
委
員
長

・
講
演
「
こ
ろ
が
る
こ
と
ば
、
ひ
ろ
が
る
こ
と
ば
」
講
師
=尾
崎
美
紀
（
児
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2
0
1
2
年
／
詩
集

内
藤
冨
美
代
詩
集
『
巡
礼
の
夏
』
澪
標

江
口
節
詩
集
『
オ
ル
ガ
ン
』
編
集
工
房
ノ
ア

和
比
古
詩
集
『
道
化
の
構
図
』
ユ
ニ
ウ
ス

高
橋
冨
美
子
詩
集
『
子
盗
り
』
思
潮
社

水
こ
し
町
子
詩
集
『
時
を
見
て
い
る
キ
リ
ン
』
砂
子

屋
書
房

住
吉
千
代
美
詩
集
『
分
水
嶺
を
越
え
』
土
曜
美
術
社

出
版
販
売

山
﨑
啓
治
詩
集
『
神
様
の
憂
う
つ
』
澪
標

佐
藤
勝
太
詩
集
『
峠
の
晩
霞
』
竹
林
館

伊
勢
田
史
郎
詩
集
『
海
の
う
え
の
虹
』
編
集
工
房
ノ
ア

佐
野
博
美
詩
集
『
生
命

い
の
ち

の
季
節
』
文
芸
社

季
村
敏
夫
詩
集
『
豆
手
帳
か
ら
』
書
肆
山
田

季
村
敏
夫
詩
集
『
新
版
　
日
々
の
す
み
か
』
書
肆
山
田

大
橋
愛
由
等
詩
集
『
明
る
い
迷
宮
』
書
肆
風
羅
堂

中
島
妙
子
詩
集
『
花
贄
』
編
集
工
房
ノ
ア

植
村
孝
詩
集
『
水
色
の
音
楽
』
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ

足
立
勝
歳
詩
集
『
百
日
紅
』
私
家
版

福
田
知
子
詩
集
『
ノ
ス
タ
ル
ギ
ィ
』
思
潮
社

鳥
巣
郁
美
詩
集
『
鳥
巣
郁
美
詩
選
集
1
4
2
篇
コ
ー
ル

サ
ッ
ク
社
文
庫
8
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

田
中
荘
介
詩
文
集
『
日
は
ゆ
る
や
か
に
』
大
和
出
版

玉
川
侑
香
エ
ッ
セ
イ
集『
れ
ん
が
小
路
の
足
音
』風
来
舎

安
水
稔
和
 舞
台
の
た
め
の
作
品
集『
紫
式
部
な
ん
か
怖

く
な
い
』
編
集
工
房
ノ
ア

童
文
学
研
究
者
）

・
懇
親
会
　
17
時
00
分
〜
 運
営
委
員
と
受
賞
者
、
入
選
者
以
外
の
会
員
参

加
は
4
名
。
催
し
の
あ
り
か
た
を
問
わ
れ
る
状
況
。

12
月
／
役
員
選
挙
の
実
施

12
月
20
日
／
会
報
32
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
　
発
行
=松
尾
茂
夫
）

・
A
4
判
、
８
頁

1
月
11
日
〜
22
日
／
「
ポ
エ
ム
＆
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
神
戸
文
学
館
で
開
催

す
る
。

1
月
12
日
／
詩
を
音
楽
に
の
せ
て
コ
ン
サ
ー
ト

1
月
19
日
／
神
戸
・
兵
庫
を
生
き
た
詩
人
を
語
る
一
回
目
「
綾
見
謙
『
兵
庫
詩
人
』
の

世
界
」
パ
ネ
ラ
ー
=た
か
と
う
匡
子
、
司
会
=大
橋
愛
由
等

3
月
10
日
／
第
一
回
文
學
紀
行
　
岡
山
後
楽
園
と
吉
備
路
文
学
館
を
訪
ね
る

吉
備
路
文
学
館
に
て
岡
山
の
詩
人
と
の
交
流

高
田
千
尋
氏
に
よ
る
講
演
「
永
瀬
清
子
に
つ
い
て
」

（
文
学
紀
行
は
2
0
1
2
年
度
の
新
規
事
業
で
す
）
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二
〇
一
三
年

季
村
敏
夫
評
論
集
『
災
厄
と
身
体
　
破
局
と
破
局
の

あ
い
だ
か
ら
』
書
肆
山
田

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
　
ひ
ょ
ん
の
会
編
『
霊
心
』
編
集
工
房

ノ
ア

絵
本

た
か
と
う
匡
子
・
た
じ
ま
ゆ
き
ひ
こ
共
著
絵
本
『
よ
し

こ
が
も
え
た
』
新
日
本
出
版
社

C
D

望
月
逸
子
朗
読
Ｃ
Ｄ
「
た
い
せ
つ
な
も
の
へ
」
吟
遊
詩

人
社

句
集

伊
丹
公
子
句
集
『
伊
丹
公
子
全
句
集
』
沖
積
舎

石
山
淳
句
集
『
カ
ノ
ン
の
海
』
ひ
ろ
ば
俳
句
会

川
柳
句
集

〈
共
著
〉
佐
野
博
美
・
佐
野
美
知
子
川
柳
句
集
『
宇
宙
コ
ス
モ
ス』

文
芸
社

詩
誌

江
口
節
発
行
「
詩
誌
　
鶺
鴒
」
２
０
１
２
年
６
月
創

刊
・
通
巻
５
号



5
月
19
日
／
第
17
回
総
会
を
開
催
。

第
1
部

◆
第
17
回
総
会
（
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」）
　
　
　
　
　

◆
承
認
新
理
事
▼
会
長
=た
か
と
う
匡
子
▼
副
会
長
=時
里
二
郎
、
玉
井
洋
子

▼
事
務
局
長
=高
谷
和
幸
▼
事
務
局
次
長
=神
田
さ
よ
▼
会
計
=小
西
民
子

▼
常
任
理
事
=大
橋
愛
由
等
、
丸
田
礼
子
、
三
宅
武

▼
理
事
=梅
村
光
明
、
大
西
隆
志
、
神
尾
和
寿
、
中
堂
け
い
こ
、
渡
辺
信
雄

▼
監
事
=在
間
洋
子
、
谷
田
寿
郎

講
演
会
=講
師
　
北
岡
武
司
「
セ
ン
ス
と
意
味
」

朗
読
会
=５
名
参
加
　
　

7
月
1
日
／
会
報
33
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
　
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）
　

・
A
4
判
、
８
頁
　
　

7
月
15
日
／
第
1
回
読
書
会
「
北
川
透
の
詩
に
つ
い
て
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=た
か
と
う
匡
子
（
読
書
会
は
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
事
業
）

10
月
20
日
／「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
３
」（
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
　
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）
を
開
催
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
詩
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
講
演
会
　
講
師
=北
川
透
「
い
ま
、
詩
は
何
処
で
生
き
て
い
る
の
か
」

・
懇
親
会
=「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
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2
0
1
3
年
／
詩
集

彼
末
れ
い
子
詩
集
『
こ
と
ば
に
よ
る
原
色
き
の
こ
図

鑑
』
風
来
舎

時
里
二
郎
詩
集
『
石
目
』
書
肆
山
田

永
井
ま
す
み
詩
集
『
永
井
ま
す
み
詩
集
　
新
日
本
現
代

詩
文
庫
１
１
０
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

入
江
田
吉
仁
詩
集
『
宙そ
ら
の
墓
』
日
本
文
学
館

在
間
洋
子
詩
集
『
生
樹
の
門
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

安
水
稔
和
詩
集
『
記
憶
の
目
印
』
編
集
工
房
ノ
ア

山
﨑
啓
治
詩
集
『
粋
な
べ
べ
』
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン

田
中
敏
弘
詩
集
『
無
人
駅
』
摩
耶
出
版
社

佐
野
博
美
詩
集
『
生
命
い
の
ち
の
季
節
』
文
芸
社

井
口
幻
太
郎
詩
集
『
奇
妙
な
商
売
』
摩
耶
出
版
社

佐
伯
圭
子
詩
集
『
繭
玉
の
中
で
息
を
つ
め
て
』
思
潮
社

猪
谷
美
知
子
詩
集
『
水
槽
の
中
で
』
澪
標

山
口
洋
子
詩
集
『
魔
法
の
液
体
』
思
潮
社

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集
『
う
つ
し
世
を
縢か
が
る
』
編
集
工

房
ノ
ア

渡
部
兼
直
詩
集
『
渡
部
兼
直
全
詩
集
1
』
編
集
工
房
ノ
ア

中
島
妙
子
詩
集
『
無
象
つ
れ
づ
れ
』
弘
報
印
刷

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

安
水
稔
和
評
論
集
『
ぼ
く
の
詩
の
周
辺
ー
初
期
散
文

集
』
沖
積
舎

安
水
稔
和
 ラ
ジ
オ
の
た
め
の
作
品
集
『
島
の
領
土
』

編
集
工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
自
叙
伝
『
生
あ
る
か
ぎ
り
言
葉
を
集
め
̶

神
戸
、
こ
の
街
で
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

11
月
30
日
／
第
2
回
読
書
会
「
中
原
中
也
の
詩
に
つ
い
て
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=た
か
と
う
匡
子

12
月
20
日
／
会
報
34
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

1
月
14
日
〜
28
日
／
「
第
３
回
ポ
エ
ム
＆
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
神
戸
文
学
館

で
開
催
。

・
詩
の
現
在
展
も
併
設
。

1
月
18
日
／
詩
の
朗
読
会
　

1
月
25
日
／
「
兵
庫
・
神
戸
を
生
き
た
詩
人
を
語
る
②
」

テ
ー
マ
「
足
立
巻
一
」
語
り
手
=た
か
と
う
匡
子
　
司
会
=大
橋
愛
由
等

★
2
月
20
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
1
3
』
刊
行

（
発
行
人
=た
か
と
う
匡
子
）

3
月
2
日
／
第
二
回
文
学
紀
行
　

（
近
江
紀
行
）
木
之
本
〜
渡
岸
寺
〜
長
浜

5
月
18
日
／
第
18
回
定
期
総
会（
神
戸
市
中
央
区
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の

間
）
を
開
催
。

・
講
演
会
　
講
師
=神
尾
和
寿
『「
沈
黙
」
か
ら
「
沈
黙
」
へ
〜
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
哲
学
に
つ
い
て
』

・
朗
読
会
10
名
参
加
。

・
懇
親
会
　
「
松
屋
」
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二
〇
一
四
年

牧
田
榮
子
『
手
作
り
パ
ペ
ッ
ト
&
八
つ
の
小
さ
な
お

話
』
澪
標

田
中
荘
介
詩
文
集
『
日
は
ゆ
る
や
か
に
』
大
和
出
版

植
村
孝
詩
集
・
エ
ッ
セ
イ
集『
未
達
の
夢
』『
詩
人
の
事

件
簿
』
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ

翻
訳

〈
共
訳
〉安
西
佐
有
理
英
訳
、手
島
隼
人
短
歌
集『
若
き

日
の
歌
』
神
戸
新
聞
出
版
総
合
セ
ン
タ
ー

絵
本

尾
崎
美
紀
『
の
ど
ぼ
と
け
さ
ん
』
チ
ャ
イ
ル
ド

詩
誌

詩
と
エ
ッ
セ
イ
誌『
階
段
』伊
勢
田
史
郎
、岩
﨑
風
子
、

鈴
木
漠
、
時
里
二
郎
、
渡
辺
信
雄
ほ
か
、
1
9
8
9

年
10
月
創
刊
〜
2
0
1
3
年
6
月
、
41
号
で
終
刊
。

高
谷
和
幸
・
カ
フ
ェ
エ
ク
リ
の
会
詩
誌「
O
CT.」創
刊
　

通
巻
4
号
・
大
西
隆
志
、
大
橋
愛
由
等
、
月
村
香
、

中
堂
け
い
こ
他

2
0
1
4
年
／
詩
集

鈴
木
漠
『
続
続
　
鈴
木
漠
詩
集
』
編
集
工
房
ノ
ア
　
　
　
　
　
　

安
水
稔
和
詩
集
『
有
珠
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
敏
弘
詩
集
『
ゆ
ず
り
は
の
よ
う
に
』
摩
耶
出
版
社

佐
藤
勝
太
詩
集
『
果
て
な
い
途
』
編
集
工
房
ノ
ア

田
中
信
爾
写
真
詩
集
『
音
の
変
幻
』
竹
林
館

永
井
ま
す
み
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
詩
集
『
弥
生
の
昔
の
物
語
抄
』

山
の
街
企
画

高
谷
和
幸
詩
集
『
シ
ア
ン
の
沼
地
』
思
潮
社
　
　



5
月
31
日
／
第
３
回
読
書
会
「
萩
原
朔
太
郎
の
詩
を
読
む
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=時
里
二
郎

7
月
1
日
／
会
報
35
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

7
月
20
日
／
第
４
回
読
書
会
「
藤
井
貞
和
の
詩
と
表
現
世
界
に
つ
い
て
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=大
橋
愛
由
等

10
月
5
日
／「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
４
」（
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
　
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
間
）
を
開
催
。

・
講
演
会
　
講
師
=藤
井
貞
和
「
詩
は
抗
う
地
球
の
ノ
ー
ト
」

・
朗
読
会
　
５
名
参
加

・
懇
親
会
　
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

11
月
24
日
／
第
５
回
読
書
会
「
茨
木
の
り
子
の
詩
を
読
む
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=丸
田
礼
子

12
月
17
日
／
会
報
特
別
号
発
行「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
を
想
う
」〈
45
名
の
会

員
書
き
下
ろ
し
詩
稿
に
よ
る
震
災
か
ら
20
年
を
前
に
し
た
追
悼
特
集
〉（
編
集
=大

橋
愛
由
等
　
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

12
月
20
日
／
会
報
36
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

A
5
判
・
8
頁
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伊
丹
公
子
詩
集
『
伊
丹
公
子
全
詩
集
』
沖
積
舎

福
永
祥
子
詩
集
『
立
方
体
の
空
』
ぼ
っ
と
社
舎

季
村
敏
夫
詩
集
『
膝
で
歩
く
』
書
肆
山
田

寺
岡
良
信
詩
集
『
龜
裂
』
図
書
出
版
ま
ろ
う
ど
社

宮
川
守
詩
集
『
あ
と
半
分
も
う
半
分
』
風
来
舎

た
な
か
と
し
ひ
ろ
詩
集『
ゆ
ず
り
は
の
よ
う
に
』摩
耶

出
版
社

評
論
と
エ
ッ
セ
イ
 

た
か
と
う
匡
子
評
論
集
『
私
の
女
性
詩
人
ノ
ー
ト
』

思
潮
社

青
木
敬
介
評
論
集
『
縁
起
と
地
球
環
境
』
白
照
社

望
月
宏
三
郎
ブ
ロ
グ
集
『
フ
ク
シ
マ
後
の
生
活
と
意

見
』
ハ
イ
サ
ム
技
研

連
句
集

鈴
木
漠
連
句
集
『
滅
紫

め
っ
し

帖
』
編
集
工
房
ノ
ア

C
D

望
月
逸
子
朗
読
C
D
『
祈
り
』
吟
遊
詩
人
社

詩
誌

高
橋
冨
美
子
・
山
下
寛
ふ
た
り
誌
「
木
想
」
創
刊

通
巻
４
号

川
田
あ
ひ
る
個
人
誌「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」２
０
１
４

年
9
月
創
刊
、
通
巻
14
号

2
0
1
5
年
／
詩
集

江
口
節
詩
集
『
果
樹
園
ま
で
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

神
田
さ
よ
詩
集
『
傾
い
た
家
』
思
潮
社

和
比
古
詩
集
『
擬
人
の
構
図
』
ユ
ニ
ウ
ス

1
月
11
日
〜
24
日
／
「
第
4
回
ポ
エ
ム
＆
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
神
戸
文
学
館

で
開
催
。

・
詩
の
現
在
展
も
併
設
。

1
月
17
日
／
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
に
む
き
あ
う
」

レ
ク
チ
ャ
ー
=た
か
と
う
匡
子
、
司
会
=大
橋
愛
由
等

3
月
15
日
／
第
三
回
文
學
紀
行
　

丹
波
篠
山
と
生
野
銀
山

5
月
10
日
／
第
19
回
定
期
総
会
（
明
石
市
市
民
会
館
ア
ワ
ー
ズ
ホ
ー
ル
）
を
開
催
。

新
役
員
▼
会
長
=た
か
と
う
匡
子

▼
副
会
長
=時
里
二
郎

▼
事
務
局
長
=神
田
さ
よ

▼
常
任
理
事
=大
橋
愛
由
等
、
大
西
隆
志
、
尾
崎
美
紀
、
玉
井
洋
子
、
中
堂

け
い
こ
、
丸
田
礼
子

▼
理
事
=梅
村
光
明
、
神
尾
和
寿
。
季
村
敏
夫
、
小
西
民
子
、
高
谷
和
幸

▼
監
事
=谷
田
寿
郎
、
渡
辺
信
雄

・
講
演
会
　
講
師
=鈴
木
豊
子
氏
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
　
出
会
い
と
そ
の
謎
」

・
朗
読
会
　
11
名
参
加

・
懇
親
会
　
「
さ
か
ず
き
」

3
月
28
日
／
第
６
回
読
書
会
「
吉
野
弘
の
詩
に
つ
い
て
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=神
田
さ
よ

40

二
〇
一
五
年

橋
本
千
秋
詩
集
『
夢
の
箱
』
編
集
工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
選
詩
集
『
春
よ
め
ぐ
れ
』（
文
庫
判
）
編
集

工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
選
詩
集
『
安
水
稔
和
詩
集
成
（
上
・
下
）』
 　
　
　

沖
積
舎

佐
藤
勝
太
詩
集
『
こ
と
ば
の
影
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

谷
部
良
一
詩
集
『
四
角
い
空
と
円
い
海
と
三
角
の
日

常
』
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

紫
野
京
子
詩
集
『
切
り
岸
ま
で
』
砂
子
屋
書
房

た
か
ぎ
た
か
よ
し
詩
集
『
路
傍
scence』
霧
工
房

飽
浦
敏
詩
集
『
ト
ゥ
バ
ラ
ー
マ
を
歌
う
』
土
曜
美
術

社
出
版
販
売

青
木
左
知
子
詩
集
『
身
代
わ
り
た
ち
』
澪
標

豊
崎
美
夜
詩
集
『
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
サ
ラ
ダ
』
ふ
ら

ん
す
堂

植
村
孝
詩
集
『
エ
ラ
ー
表
示
の
男
か
ら
』
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ

評
論
と
エ
ッ
セ
ィ
 

神
田
さ
よ
エ
ッ
セ
イ
集
『
東
北
れ
ぽ
ー
と
』
私
家
版

安
水
稔
和
随
想
集
『
声
を
あ
げ
よ
う
言
葉
を
出
そ
う
　

神
戸
新
聞
読
者
文
芸
選
者
随
想
』
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー

翻
訳

オ
タ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
著
、
北
岡
武
司
訳
『
お
爺
ち
ゃ
ん

と
大
砲
』
春
風
社

詩
誌

江
口
節
  詩
誌
「
叢
生
」
１
9
８
２
年
創
刊
〈
島
田
洋

子
〉
２
０
１
５
年
10
月
２
０
０
号
で
終
刊



７
月
１
日
／
会
報
37
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

A
5
判
・
8
頁
　

７
月
18
日
／
第
7
回
読
書
会
「
佐
々
木
幹
郎
の
詩
精
神
に
つ
い
て
〜
文
字
で
は
な
く

「
声
」
を
探
し
て
」（
私
学
会
館
）

チ
ュ
ー
タ
ー
=季
村
敏
夫

10
月
4
日
／「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
５
」（
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
　
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
間
）
を
開
催
。

・
講
演
会
　
講
師
=佐
々
木
幹
郎
「
書
く
こ
と
、
待
つ
こ
と
〜
中
原
中
也
と
チ
ェ

ホ
フ
を
め
ぐ
っ
て
」

・
朗
読
会
　
10
名
参
加

・
懇
親
会
　
「
金
魚
本
店
」

12
月
20
日
／
会
報
38
号
発
行
（
編
集
=神
田
さ
よ
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

1
月
9
日
〜
19
日
／
「
第
5
回
ポ
エ
ム
＆
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
神
戸
文
学
館

で
開
催
。

・
詩
の
現
在
展
も
併
設
。

1
月
16
日
／
講
演「
兵
庫
・
神
戸
を
生
き
た
詩
人
を
語
る
③
〜
中
村
隆
の
詩
に
つ
い
て
」

講
師
　
た
か
と
う
匡
子

・
詩
と
音
楽
の
出
会
い
コ
ン
サ
ー
ト
　
演
奏
者
=甲
斐
誠
三
、
甲
斐
恵
子

41

二
〇
一
六
年

安
水
稔
和
主
宰
「
火
曜
日
」
１
９
８
４
年
６
月
創
刊

２
０
１
５
年
１
月
１
２
０
号
で
終
刊

福
永
祥
子「
汽
水
湖
」２
０
１
５
年
 創
刊
・
牧
田
榮
子

2
0
1
6
年
／
詩
集

田
中
荘
介
詩
集
『
田
中
荘
介
自
選
詩
集
』
澪
標

望
月
逸
子
詩
集
『
分
か
れ
道
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

佐
藤
勝
太
詩
集
『
名
残
の
夢
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

野
田
か
お
り
詩
集
『
宇
宙
の
箱
』
澪
標

森
田
美
千
代
詩
集
『
寒
風
か
ぜ
の
中
の
合
図
シ
グ
ナ
ル』
澪
標

田
中
敏
弘
詩
集
『
イ
エ
ス
を
め
ぐ
る
人
間
像
』
関
西

学
院
大
学
出
版
会

神
尾
和
寿
詩
集
『
ア
オ
キ
』
編
集
工
房
ノ
ア

評
論
・
エ
ッ
セ
イ

安
水
稔
和
『
隣
の
隣
は
隣
』
編
集
工
房
ノ
ア

安
水
稔
和
『
神
戸
、
わ
が
街
―
こ
こ
が
ロ
ド
ス
だ
　

こ
こ
で
踊
ろ
う
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

伊
勢
田
史
郎
『
ま
た
で
散
り
ゆ
く
―
岩
本
栄
之
助
と

中
央
公
会
堂
』
編
集
工
房
ノ
ア

〈
共
著
〉
寺
田
操
『
尾
崎
翠
を
読
む
』
全
３
巻
　

今
井
出
版

連
句
集

鈴
木
漠
『
連
句
茶
話
』
編
集
工
房
ノ
ア

絵
本

尾
崎
美
紀
『
バ
ナ
ナ
わ
に
 は
じ
め
て
の
ぼ
う
け
ん
』

チ
ャ
イ
ル
ド

3
月
6
日
／
第
四
回
文
学
紀
行
　

飛
鳥
路
を
ゆ
く

3
月
20
日
／
第
8
回
読
書
会
「
草
野
心
平
の
詩
に
つ
い
て
」

チ
ュ
ー
タ
ー
=高
谷
和
幸

5
月
9
日
／
第
20
回
定
期
総
会
（
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
　
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
間
）
を
開
催
。

・
講
演
会
=講
師
　
永
井
ま
す
み
「
万
葉
集
と
大
伴
家
持
̶
大
伴
家
持
さ
ん
私
を

そ
こ
に
連
れ
て
行
っ
て
」

・
朗
読
会
6
名
参
加

・
懇
親
会
「
が
ん
こ
寿
司
」

7
月
1
日
／
会
報
39
号
発
行
（
編
集
=大
西
隆
志
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

7
月
31
日
／
第
9
回
読
書
会
「
高
橋
睦
郎
さ
ん
の
詩
に
つ
い
て
」

チ
ュ
ー
タ
ー
=時
里
二
郎

10
月
2
日
／「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
6
」（
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
　
リ
リ
ー
の
間
）
を
開
催
。

・
講
演
会
　
講
師
=高
橋
睦
郎
「
女
性
詩
の
力
に
導
か
れ
て
」

・
朗
読
会
　
13
名
が
参
加
。

・
懇
親
会
　
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

11
月
26
日
／
第
10
回
読
書
会
「
草
野
心
平
の
詩
に
つ
い
て
」
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▼
会
員
に
よ
る
詩
誌
紹
介

〈
あ
行
〉

「
a wind egg 」川
田
あ
ひ
る
 1
9
9
９
年
12
月
創
刊

「
青
い
麦
」
阿
部
由
子
個
人
詩
誌
 2
0
１
０
年
７
月
創
刊

「
明
石
大
門
だ
よ
り
」
増
田
ま
さ
み

「
芦
屋
芸
術
」
山
下
徹

「
ア
・
テ
ン
ポ
」
1
9
9
３
年
創
刊
 通
巻
59
号
・
赤
坂

恒
子
、井
之
上
幸
代
、今
村
さ
つ
き
、内
田
正
美
、梅

村
光
明
、
大
西
久
代
、
玉
井
洋
子
、
牧
田
榮
子
、
丸

田
礼
子
、
山
口
洋
子
、
山
本
真
弓
、
由
良
佐
知
子

「
あ
む
の
木
通
信
」
福
永
祥
子

「
ア
リ
ゼ
 」以
倉
紘
平
 1
9
８
７
年
９
月
創
刊
・
池
田

辰
彦
、
北
川
清
仁
、
在
間
洋
子
、
梓
野
陽
子
、
豊
崎
美

夜
、
飽
浦
敏
、
小
池
一
郎
、
田
代
久
美
子
、
丸
山
真
由

美
、
桃
谷
容
子
、
柳
内
や
す
こ
、
綿
貫
千
波
、
吉
崎
み

ち
江
、
松
本
昌
子

「
淡
路
島
文
学
」
北
原
文
雄

「
EN
TASIS」
創
刊
 ２
０
１
４
年
11
号
で
終
刊
　

福
井
久
子
・
山
本
美
代
子
・
田
中
荘
介
 

「
鶺
鴒
」
江
口
節
発
行
 ２
０
１
２
年
６
月
創
刊
・
通
巻

５
号

「
O
CT.」
高
谷
和
幸
・
カ
フ
ェ
エ
ク
リ
の
会
　
２
０
１

３
年
創
刊
 通
巻
５
号
・
大
西
隆
志
、
大
橋
愛
由
等
、

月
村
香
、中
堂
け
い
こ
、情
野
千
里
、吉
田
ふ
み
ゑ
、

千
田
草
介
、
田
村
周
平
、
木
澤
豊
、
に
し
も
と
め
ぐ

み
、
北
岡
武
司
、
得
平
秀
昌
ほ
か



チ
ュ
ー
タ
ー
=北
野
和
博

12
月
20
日
／
会
報
40
号
発
行
（
編
集
=大
西
隆
志
。
発
行
=た
か
と
う
匡
子
）

1
月
14
日
〜
24
日
／
「
第
6
回
ポ
エ
ム
＆
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
神
戸
文
学
館
）

・
詩
の
現
在
展
も
併
設
。

1
月
16
日
／
講
演
「
兵
庫
・
神
戸
を
生
き
た
詩
人
を
語
る
④
〜
君
本
昌
久
に
つ
い
て
」

講
師
　
た
か
と
う
匡
子

・
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
う
よ
う
に
　
語
る
よ
う
に
」
甲
斐
誠
三
・
甲
斐
恵
子

★
3
月
18
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
1
６
』
刊
行

（
発
行
人
=た
か
と
う
匡
子
）
　

3
月
18
日
／
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
創
立
20
周
年
記
念
会〈
―
詩
で
架
け
よ
う
　
未
来
に

む
か
っ
て
―
〉＆『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
2
0
1
6（
協
会
20
年
の
歩
み
年
譜
つ
き
）』

出
版
記
念
会
　
神
戸
元
町
「
風
月
堂
ホ
ー
ル
」
　

（
敬
称
略
）
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二
〇
一
七
年

「
O
T
A
K
S
A
」
鈴
木
漠
 連
句
誌
 ２
０
０
３
年
３
月

創
刊
２
０
１
０
年
20
号
で
終
刊
・
香
山
雅
代
、
小
林

三
千
子
、
在
間
洋
子
、
小
路
は
す
え
、
成
田
ア
ツ
子
、

松
本
昌
子
、
森
本
多
衣

「
お
た
く
さ
Ⅱ
」
鈴
木
漠
 詩
と
連
句
誌
 ２
０
１
０
年
６

月
創
刊
 通
巻
20
号

〈
か
行
〉

「
槐
」
鳥
巣
郁
美
1
9
８
１
年
創
刊
・
嵯
峨
潤
三
、
ふ
じ

わ
ら
さ
だ
、
駒
崎
盤

「
海
馬
」佐
伯
圭
子
　
1
9
7
3
年
創
刊
 池
間
久
志
、秋

津
羊
子
、
山
下
定
雄
、
神
吉
都
、
池
永
祥
子
、
富
哲
世

「
貝
の
火
」
紫
野
京
子
 1
9
9
5
年
創
刊
 香
山
雅
代
、

小
林
重
樹
、
田
口
義
弘
、
田
中
清
光
、
中
正
敏
、
本

多
寿
、
村
岡
空
、
朝
倉
勇
、
浅
山
泰
美
、
雨
宮
テ
イ

コ
、
岡
島
弘
子
、
香
川
紘
子
、
小
出
眞
理
、
後
藤
信

幸
、
清
水
茂
、
杉
山
平
一
、
高
野
喜
久
雄
、
古
田
嘉

彦
、
星
野
徹
、
松
本
康
子
、
真
辺
博
章
、
明
珍
昇
、
山

南
律
子

「
階
段
」
伊
勢
田
史
郎
  1
9
8
9
年
10
月
創
刊
2
0
1

3
年
6
月
41
号
で
終
刊
・
岩
崎
風
子
、
鈴
木
漠
、
時

里
二
郎
、
渡
辺
信
雄
ほ
か

「
河
口
か
ら
」
季
村
敏
夫
個
人
誌

「
風
の
音
」2
0
1
2
年
5
月
創
刊
・
通
巻
11
号
・
植
村

孝
、
森
田
美
千
代
、
青
木
左
知
子
、
萩
美
智
子
、
野
口

幸
雄
、
牧
田
榮
子
、
近
藤
香
織
、
田
野
カ
ズ
コ
、
野
村

千
代
美
、
村
野
由
樹
、
内
田
正
美
、
た
か
と
う
匡
子

「
ガ
ー
ネ
ッ
ト
」
神
尾
和
寿
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「
叢
生
」
江
口
節
 １
9
８
２
年
創
刊
〈
島
田
洋
子
〉
２

０
１
５
年
10
月
２
０
０
号
で
終
刊

「
草そ
う

」
福
田
学
個
人
誌
 2
0
0
２
年
創
刊

「
空
町
」
渡
辺
信
雄

「
そ
れ
か
ら
」
玉
川
侑
香
  2
0
0
７
年
創
刊

〈
た
行
〉

「
第
三
紀
層
」
谷
田
寿
郎
 1
9
7
2
年
創
刊
 2
0
１

１
年
６
月
77
号
で
終
刊
・
三
宅
武
、
望
月
宏
三
郎
、

赤
松
徳
治
、小
西
誠
、さ
か
た
し
げ
し
、た
か
と
う

匡
子
、
谷
田
寿
郎
、
中
島
妙
子
、
渕
上
輝
夫
、
宮
川

守
、
森
勝
美
、
諸
井
良
一
郎

「
多
島
海
 」
江
口
節
 2
0
0
2
年
６
月
創
刊
 通
巻
28

号
 松
本
衆
司
、
彼
末
れ
い
子
、
森
原
直
子

「
棚
」
志
賀
英
夫

「
た
う
ろ
す
」安
水
稔
和
 １
９
６
３
年
１
月
創
刊
１
９

９
８
年
７
月
88
号
で
終
刊
・
発
行
人
=安
水
稔
和
　

▽
小
川
正
己
、小
島
輝
正
、多
田
智
満
子
、福
井
久

子
、
佐
伯
圭
子
ほ
か
▽
編
集
=山
田
幸
平

「
短
詩
の
原
っ
ぱ
」
吉
田
草
平
 2
0
0
5
年
創
刊

「
鶴
亀
」
中
堂
け
い
こ
2
0
0
７
年
創
刊

「
低
人
通
信
」
寺
島
珠
雄

「
鳶
が
城
便
り
」
足
立
勝
歳

「
D̶
Paradoxus」
坂
東
里
美
 2
0
0
４
年
創
刊

「
鳥
」
な
す
・
こ
う
い
ち
 １
９
８
３
年
創
刊
 通
巻
70

号
２
０
１
１
年
号
か
ら
足
立
勝
歳
が
参
加
　

に
し
も
と
め
ぐ
み
、
安
西
佐
有
理
、
黒
田
ナ
オ
、
中

嶋
康
雄
、
木
澤
豊
、
北
岡
武
司
、
冨
岡
和
秀

「
幻
想
時
計
」
1
9
9
1
年
創
刊
2
0
0
5
年
2
月
通

巻
25
号
で
終
刊
・
た
か
ぎ
た
か
よ
し
、
木
辺
弘
児
、

仲
清
人
、
増
田
ま
さ
み
、
渡
辺
信
雄

「
現
代
詩
神
戸
」▽
永
井
ま
す
み
、松
尾
茂
夫
▽
会
員
=飛

鳥
聖
羅
、
井
口
幻
太
郎
、
岩
崎
英
世
、
大
賀
二
郎
、
北

野
豪
一
、
北
原
文
雄
、
小
西
誠
、
佐
藤
勝
太
、
直
原
弘

道
、
渋
谷
魚
彦
、
た
か
は
ら
お
さ
む
、
田
中
信
爾
、
中

川
道
子
、
西
村
好
子
、
春
名
純
子
、
藤
井
清
、
松
尾
茂

夫
、水
こ
し
町
子
、宮
川
守
、三
宅
武
、渡
辺
信
雄
、江

口
節
、
今
井
ふ
じ
子
、
岩
川
昌
子
、
鳳
真
治
、
児
玉
勅

顕
、小
西
た
か
子
、小
西
誠
、斎
藤
直
巳
、在
間
洋
子
、

土
屋
宣
子
、谷
田
寿
郎
、豊
原
清
明
、本
多
ち
え
み
、丸

本
明
子
、
山
下
一
也
、
山
名
才
、
湯
口
澄
比
古
、
和
田

英
子
、
小
西
民
子
、
池
永
英
三

「
Contralto」
坂
東
里
美
、
関
は
る
み
、
森
井
克
子

2
0
0
2
年
創
刊

「
交
差
点
」
直
原
弘
道
、
永
井
ま
す
み

「
神
戸
こ
う
べ
芸
文
」
神
戸
芸
術
文
化
会
議

「
こ
う
べ
市
民
文
芸
」
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団

〈
さ
行
〉

「
沙
羅
」
以
倉
紘
平
 2
0
0
３
年
創
刊

「
さ
ん
が
」か
た
だ
と
き
こ
、大
賀
二
郎
 2
0
１
４
年
創
刊

「
縞
猫
」
中
堂
け
い
こ
 2
0
0
１
年
創
刊

「
青
穂
せ
い
ほ
」1
9
7
４
年
創
刊
 西
川
昭
五
、高
谷
由
之
、田

村
周
平
、
本
庄
ひ
ろ
し
、
益
田
義
則

「
戦
争
責
任
を
心
に
刻
む
」
た
か
は
ら
お
さ
む

「
火
曜
日
」
安
水
稔
和
主
宰
１
９
８
４
年
６
月
創
刊
 ２

０
１
５
年
１
月
１
２
０
号
で
終
刊
・
 松
原
千
智
、森

本
敏
子
、
村
中
秀
雄
、
福
岡
映
子
、
藤
永
久
子
、
三

浦
良
則
、 乾
禎
子
、森
川
佳
代
、近
藤
祐
太
郎
、　
高

橋
冨
美
子
、由
良
佐
知
子
、中
島
瑞
穂
、柴
田
実
、北

野
和
博
、佐
土
　
原
夏
江
、田
中
信
爾
、渋
谷
魚
彦
、

鈴
木
絹
代
、日
野
洋
重
、松
本
恵
子
、橋
本
千
秋
、青

木
恭
子
、明
楽
四
三
、工
藤
恵
美
子
、黒
住
考
子
、井

上
冨
美
子
、
西
岡
孝
子
、
松
井
潤
、
浅
田
恵
子
、
豊

原
清
明
、芦
田
は
る
み
、瑞
木
よ
う
、中
嶋
康
雄
、市

村
ふ
み
、
南
義
一
、
今
村
欣
史
、
神
田
さ
よ
、
山
下

輝
代
、
岩
井
八
重
美
、
高
橋
博
子
、
入
江
美
幸

「
季
」
小
林
重
樹

「
海
月
」
内
海
紀
子

「
乾
河
」
朝
比
奈
宣
英
 1
9
9
０
年
創
刊
 有
田
忠
郎
、

斎
藤
健
一
、
た
か
ぎ
た
か
よ
し
、
武
部
治
代
、
冨
岡

郁
子
、
み
え
の
ふ
み
あ
き
、
林
堂
一

「
灌
木（
第
２
次
）」高
橋
徹
 1
9
8
3
年
創
刊
2
0
0

２
年
５
７
８
号
で
終
刊
・
山
本
格
郎
、
水
谷
な
り

こ
、
大
賀
二
郎
、
立
川
喜
美
子
、
中
川
道
子
、
中
西

衛
、
水
谷
な
り
こ
、
横
田
英
子

「
GAIA」
高
橋
徹
 2
0
0
２
年
創
刊

「
木
想
」
高
橋
冨
美
子
・
山
下
寛
ふ
た
り
誌
2
0
１

４
年
創
刊

「
汽
水
湖
 」
福
永
祥
子
、
牧
田
榮
子
2
0
１
５
年
創
刊

「
月
刊
め
ら
ん
じ
ゅ
」
大
橋
愛
由
等
編
集
発
行
 2
0
0

５
年
3
月
創
刊
・
大
西
隆
志
、
高
谷
和
幸
、
寺
岡
良

信
、
富
哲
世
、
福
田
知
子
、
中
堂
け
い
こ
、
月
村
香
、
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田
寿
郎
、
中
川
道
子
、
佐
伯
圭
子
、
春
名
純
子
、

坂
東
里
美

「
別
嬢
」
高
橋
夏
男
、
松
尾
茂
夫
1
9
9
0
年
創
刊
・

住
吉
千
代
美
、
東
め
ぐ
み
、
大
川
ひ
ろ
子
、
片
岡
英

恵
、
清
水
み
ど
り
、
西
川
め
ぐ
み
、
在
間
洋
子
、
時

安
善
子
、
田
代
光
代
、
高
谷
和
幸
、
西
川
保
市
、
藤

木
明
子
、
月
村
香
ほ
か

「
プ
ラ
タ
ナ
ス
」
玉
川
侑
香
、
神
戸
詩
人
会
議
編
集
・

1
9
8
9
年
10
月
創
刊
 通
巻
59
号
・
彼
末
れ
い
子
、

宮
川
守
、
浜
野
伸
二
郎
、
平
田
正
昭
、
山
本
和
代
、
真

野
洋
子
、
畠
中
暁
来
雄
、
松
嶋
清
秀

「
文
芸
日
女
道

ひ
め
じ
」
 市
川
宏
三
 1
9
9
７
年
発
足
の
姫
路

文
学
人
会
議
が
母
体
・
高
橋
夏
男
、
森
本
穫
、
中
野

信
吉
、
玉
川
侑
香
、
浜
野
伸
二
郎
、
三
木
智
、
西
川

め
ぐ
み
、
大
川
ひ
ろ
子
、
青
木
啓
介
、
土
井
比
ほ
か

「
風
琴
亭
詩
帖
」
山
岸
廣
次

「
風
神
」
三
浦
照
子
 1
9
9
８
年
創
刊
 静
文
雄

「
風
箋
」
か
た
だ
と
き
こ
、
大
賀
二
郎
2
0
0
９
年
創

刊
２
０
１
５
年
８
号
で
終
刊

「
風
媒
花
」
岩
川
昌
子
 1
9
9
０
年
創
刊
  井
上
幸
枝
、

今
村
欣
史
、
川
上
美
智
子
、
時
安
善
子
、
八
田
光
代
、

堀
川
悠
子
、
松
本
悦
子
、
阪
口
穣
治
、
畠
中
藤
次
郎
、

高
見
清
二
、
山
下
春
彦
、
國
谷
武
夫
、
高
淵
春
樹

「
ふ
ら
く
た
る
」
池
永
英
二
  2
0
0
３
年
創
刊
 藤
井
清

「
別
冊
関
学
文
芸
」
松
尾
繁
晴
、
和
田
浩
明
、
中
嶋
康

雄
ほ
か

「
ベ
ル
・
セ
ゾ
ン
」
小
西
た
か
子
 1
9
9
３
年
創
刊
 

中
原
緋
佐
子
、
山
名
才
、
秋
山
千
恵
子

〈
な
行
〉

「
な
び
ー
る
」
神
戸
・
ひ
ょ
う
ご
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
2
／
1
」
宮
川
守

「
ね
む
の
木
通
信
」
福
永
祥
子

「
野
」
井
口
幻
太
郎
個
人
誌
１
９
８
６
年
創
刊
１
９
９

３
年
休
刊

「
野
火
」
但
馬
文
学
会
議

〈
は
行
〉

「
花
筏
 」
住
吉
千
代
美

「
花
揺
 」
牧
田
栄
子

「
BIDS」
詩
と
評
論
１
９
９
５
年
９
月
創
刊
 ２
０
０

０
年
５
月
終
刊
通
巻
27
号
・
寺
田
操
、
吉
田
光
夫
、

高
橋
秀
明
、
松
尾
真
由
美
ほ
か

「
BIDS LIGH
T」１
９
９
８
年
５
月
創
刊
・
寺
田
操
、

吉
田
光
夫
、日
下
部
正
哉
ほ
か
（
終
刊
し
て
い
る
）

「
播
火
」
柳
谷
郁
子
 １
９
８
９
年
創
刊

「
半
ど
ん
」
仙
賀
松
雄
、
鈴
木
漠

「
ハ
ン
モ
ッ
ク
」
西
垣
矩
美
子

「
播
磨
灘
詩
話
」
15
周
年
記
念
誌
 高
橋
夏
男

「
火
の
鳥
」
飛
鳥
魯
万

「
姫
路
文
学
」
石
山
淳
 １
９
４
８
年
創
刊

「
兵
庫
詩
人
」
綾
見
謙
、
尾
崎
恵
美
子
 １
９
９
６
年

93
号
で
綾
見
謙
が
死
去
。
夫
人
の
尾
崎
恵
美
子
が

1
9
9
９
年
に
１
０
０
号
を
出
し
終
刊

「
表
情
」
文
芸
誌
1
9
9
2
年
10
月
創
刊
・
通
巻
24
号

▽
香
山
雅
代
編
集
▽
西
宮
市
芸
文
協
会
発
行
▽
大

賀
二
郎
、
和
比
古
、
神
田
さ
よ
、
佐
野
博
美
、
谷

「
PoetryEdging」寺
田
操
個
人
誌
2
0
0
８
年
８
月
創

刊〈
ま
行
〉

「
街
」
四
方
章
夫
　

「
M
essier」
香
山
雅
代
 1
9
9
3
年
創
刊
・
通
巻
48

号
・
佐
野
博
美
、大
堀
タ
ミ
ノ
、松
尾
直
美
、桂
あ

さ
み
、
名
古
屋
哲
夫
、
西
川
治
男
、
大
堀
タ
ミ
ノ
、

土
師
か
ず
子
、渡
部
曙
美
、阿
部
由
子
、佐
伯
圭
子
、

内
藤
恵
子

「
ま
ほ
ろ
ば
」
た
か
は
ら
お
さ
む
 1
9
9
８
年
創
刊

「
M
élange」福
田
知
子
1
9
8
2
年
創
刊
 通
巻
49
号
、

岩
脇
リ
ー
ベ
ル
豊
美
、
大
橋
愛
由
等
、
栗
山
要
、
千

田
草
介
、
高
木
富
子
、
高
谷
和
幸
、
月
村
香
、
中
堂

け
い
こ
、
中
嶋
康
雄
、
西
島
祐
子
、
安
西
佐
有
理
、

に
し
も
と
め
ぐ
み
、
富
哲
世

「
M
onade」
1
9
９
４
年
創
刊
 1
9
９
７
年
12
月
10

号
終
刊
、
衣
笠
潔
子
、
小
西
民
子

〈
や
行
〉

「
夜
凍
河
」
 滝
悦
子
個
人
誌
 2
0
0
５
年
3
月
創

刊
・
通
巻
22
号

「
惟
」
紫
野
京
子
2
0
0
７
年
創
刊

〈
ら
行
〉

「
RIVIERA」
横
田
英
子
主
宰
、
永
井
ま
す
み
1
9
9

1
年
創
刊
　

「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
川
田
あ
ひ
る
個
人
誌
　
2
0
１

４
年
創
刊

「
Loggia 」
時
里
二
郎
個
人
誌
 2
0
0
８
年
１
月
創

刊
・
通
巻
15
号

〈
わ
行
〉

「
輪
 」
伊
勢
田
史
郎
 1
9
５
5
年
創
刊
２
０
０
６
年

７
月
１
０
０
号
で
終
刊
・
中
村
隆
、山
本
博
繁
、貝

原
　
六
一
、
伊
勢
田
が
創
刊
同
人
。
の
ち
直
原
弘

道
、
岡
見
祐
輔
、
西
田
恵
美
子
、
灰
谷
健
次
郎
、
海

尻
巌
、
な
か
け
ん
じ
、
各
務
豊
和
、
北
見
哲
哉
、
子

森
洋
介
、
岩
渕
欽
哉
、
桑
島
玄
二
、
赤
松
徳
治
、
岩

﨑
風
子
、
江
口
節
、
倉
田
茂
、
坪
谷
令
子
、
丸
本
明

子
、
山
南
律
子
、
渡
辺
信
雄

「
湾
」高
須
剛
、尾
崎
美
紀
 １
９
９
６
年
４
月
創
刊
２
　

０
０
６
年
11
月
月
通
巻
24
号
で
終
刊
・
石
山
淳
、

阿
木
鉄
郎
、
田
村
周
平

46

「
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
　
20
年
の
あ
ゆ
み
」

に
つ
い
て
の
注
記

▽
こ
の
資
料（
表
）は
、兵
庫
県
現
代
詩
協
会
の
発
足（
1

9
9
7
年
）
か
ら
20
周
年
記
念
会
（
2
0
1
7
年
）
に

い
た
る
ま
で
の
協
会
の
活
動
内
容
と
会
員
の
発
行
物
な

ら
び
に
詩
誌
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

▽
原
資
料
は
、現
会
員
に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
出
版
物
、

詩
誌
の
情
報
と
、協
会
が
年
に
二
回
発
行
し
て
い
る「
会

報
」の
情
報
で
あ
る（
こ
れ
以
外
に
書
籍
情
報
も
参
考
）。

▽
協
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
の
簡
単
な
事
実
の
紹
介
と
し
て
い
る
。

▽
会
員
の
著
作
物
に
つ
い
て
は
、「
詩
集
」を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
る
。

▽
物
故
会
員
な
ら
び
に
退
会
会
員
の
著
作
と
詩
誌
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、現
会
員
か
ら
の
情
報
、会
報
、出
版
物

か
ら
の
情
報
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。

▽
詩
誌
に
つ
い
て
は
〈「
あ
ゆ
み
」
表
〉
の
下
欄
（
三
段

目
）に「
協
会
発
足
前
の
詩
誌
」と「
協
会
発
足
時
か
ら

現
在
」と「
会
員
に
よ
る
詩
誌
紹
介
」の
三
つ
に
分
け
て

紹
介
し
て
い
る
。創
刊
年
、終
刊
年
、通
巻
が
わ
か
る
場

合
は
、「
協
会
発
足
時
か
ら
現
在
」
に
掲
載
。

▽
年
表
最
後
の
「
会
員
に
よ
る
詩
誌
紹
介
」
に
は
、「
協

会
発
足
時
か
ら
現
在
」
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
詩
誌
情

報
を
一
括
し
て
紹
介
し
た
。ち
な
み
に「
会
員
に
よ
る
詩

誌
紹
介
」
の
表
記
は
、
①
詩
誌
名
②
代
表
者
（
発
行
者
、

編
集
者
）の
氏
名
③
創
刊
号
、終
刊
号
の
情
報
④
同
人
ま

た
は
詩
誌
参
加
者
の
氏
名（
物
故
者
、退
会
者
を
含
む
）

の
順
〈
こ
の
④
は
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
と
会
報

の
情
報
を
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
る
。「
協
会
発
足
時
か

ら
現
在
」は
現
会
員
が
中
心
。「
会
員
に
よ
る
詩
誌
紹
介
」

は
物
故
、
退
会
同
人
も
含
ま
れ
て
い
る
〉


